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園児たちが 中野幼稚園の園児33人はポスト愛護週間中の 4月16日、鹿野川商店街の郵便ポストを

清掃奉仕しました。

感謝の気持で

ポストの清掃

園児たちは郵便局の赤いハ ッ・ピを着て、「ポストさんありがとう」と書いたプラカード

を先頭に、中野幼稚園から鹿野川商店街まで約 1キロをパレードしました。そして、八

恵商店前と郵便局前の二つのポストを園児たちが、感謝の気持ちを込めて順番にぞうき

んがけし、ピカピカに磨き上げました。
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特
別
町
民
の
皆
さ
ん
に
今
年
も
四
募
集
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
知
人
・

月
十
九
日
、
ひ
じ
か
わ
特
産
開
発
セ
友
人
・
親
戚
等
の
方
に
ぜ
ひ
加
入
を

ソ
タ
ー
で
荷
作
り
し
、
県
内
を
中
心

お
勧
め
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
い
こ

に
遠
く
は
北
海
道
ま
で
三
百
四
十
四
と
は
役
場
風
お
こ
し
対
策
室
ま
で
お

個
を
発
送
し
ま
し
た
。

願
い
し
ま
す
。

今
年
度
か
ら
は
今
ま
で
の
名
称

「
ふ
る
さ
と
の
香
り
」
を
改
め
て
、

「
風
の
パ

ッ
ケ
ー
ジ
」
と
な
り
、
肱
川

町
の
イ
メ
ー
ジ
を
強
く
表
現
し
て
い

ま
す
。今

回
発
送
し
た
品
物
は
、
新
鮮
な

春
の
山
菜
を
中
心
に
、
ワ
ラ
ビ
ニ
束
、

山
ウ
ド
ニ
本
、
竹
の
子
（
ハ
チ
ク
）
一

袋
、
野
ブ
キ
ニ
束
、
み
つ
ば
一
パ
ッ

ク
、
ま
め
い
り
五
百

g‘

麦
味
噌
一

kg
、
カ
キ
モ
チ
ニ
百

g‘

肱
川
ラ
ー

メ
ソ
ニ
袋
、
山
菜
漬
物
三
袋
、
ゆ
ね

“
り
一
瓶
を
送
り
ま
し
た
。

な
お
、
品
物
と
一
緒
に
「
ふ
る
さ

と
だ
よ
り
」
と
料
理
方
法
を
紹
介
し

て
い
る
「
ふ
る
さ
と
料
理
あ
れ
こ
れ
」

も
送
り
ま
し
た
。

早
速
会
員
の
方
よ
り
、
い
つ
も
品

物
が
届
く
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
る

こ
と
や
、
山
菜
取
り
の
苦
労
、
肱
川

町
の
風
景
な
ど
を
想
像
さ
れ

一
度
肱

川
町
を
訪
れ
た
い
。
ま
た
、
山
菜
が

美
味
し
く
、
漬
物
の
塩
加
減
も
我
が

家
に
ピ
タ
リ
、
加
工
品
も
よ
く
出
来

て
お
り
美
味
し
く
い
た
だ
ぎ
ま
し
た

と
言
う
内
容
の
手
紙
を
多
く
の
方
か

ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

な
お
、
常
時
町
で
は
特
別
町
民
を

一
、
ビ
デ
オ
テ
ー
プ

町
の
か
く
れ
た
名
所
や
、
各
種
行

事
を
う
つ
し
た
二
十
五
分
番
組
で
す
。

タ
イ
ト
ル
は
”
い
い
と
こ
見
つ
け

た
肱
川
ウ
ォ
ッ
チ
ソ
グ
“
で
す
。

あ
な
た
の
地
域
や
、
行
事
に
参
加

し
た
あ
な
た
が
写

っ
て
い

る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

町
外
に
出
ら
れ
て
い
る
友
人
、
親

戚
の
方
へ
お
手
紙
や
電
話
の
お
便
り

だ
け
で
な
く
、
最
近
の
町
の
様
子
を

ビ
デ
オ
テ
ー
プ
で
お
届
け
し
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

※
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
は
一
本
一
、
八

0
0
円
、
カ
セ

ッ
ト
テ
ー
プ
は
一

今回発送された品物

ようこそ肱川町へ
特別町民のつどい

れう平 を民心りがしのに
ま に 松 松 楽 の に ま 出 たつ平四
す感好 山し方六して °ど成刀
の想乃市ま々 十た若 当い三—
でをさ道れが六が干 日 が年十
見述ん後ま春人松参は開の九
ハベが多しのの山加雨催特日

ま
し て次幸た肱特市者のさ 別五

す
おの 町 °川別を が余れ 町

日
。らよの 町町中減 波ま民-

う
す
曇
り
の
天
気
に
恵
ま
れ
ま
し

て
、
肱
川
町
の
山
菜
採
り
の
会
に
参

加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

又
、
昼
食
の
わ
ら
び
の
入
っ
た
握

り
飯
や
ウ
ド
の
和
え
物
な
ど
美
味

g
ヲ
対
と
初
辺
ツ
ふ
＠
デ
ー
フ
沙
せ
国
我
し
お

二
、
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ

肱
川
音
頭
と
鹿
野
川
小
唄
は
、
以

前
か
ら
町
の
歌
と
し
て
レ
コ
ー
ド
化

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
程
カ
セ
ッ

ト
テ
ー
プ
に
な
り
ま
し
た
。

片
面
が
歌
入
り
、
片
面
が
カ
ラ
オ

ケ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

自
分
達
の
町
の
歌
で
す
。
カ
ラ
オ

ケ
で
是
非
歌

っ
て
い
た
だ
き
、
町
を

P
R
し
て
下
さ
い
。
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つ
き
た
て
の
餅
も
美
味
i

日

瓜

の

個
性
、
特
徴
と
し
て
人
々

し
く
、
御
世
話
な
さ
っ
た
方
の
御
苦
＂
の
関
心
を
引
く
こ
と
に
な
る

。

＇ ＇ 

労
の
ほ
ど
が
し
の
ば
れ
ま
す
。
本
当
111

そ
れ
ら
の
個
性
を
伸
ば
し
拡
大
し
て

＇ 

に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

血
い
く
こ
と
が
必
要
だ
。
日
本
大
学
か

＇ 

J

Ill
ら
も
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車
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。
安
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室
長
の
苦
心
の

i
.`

誓

-`' 

血
作
で
あ
る
。
電
球
六

四
六
個
で
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鳴
園
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の
文
字
が
あ
ざ
や
か
に
輝
い

ー
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。
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業
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東
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大

て
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い
る
し
、
九
州
大
学
の
世
話
で
、
コ

ー
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車
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船
積
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た

↓

.“tー

.t
c.

＂ 

＇ ー
こ
ろ
だ
ろ
う
。
風
車
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し
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の
公
園
化
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や
風
車
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肱
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の
個
性
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型
づ
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の
に
な
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だ
ろ
う
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な
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 I

 ＇ 

本
五

0
0円
で
す
。

ー

希
望
さ
れ
る
方
は
、
役
場
風
お
血
で
ス
タ
ー
ト
か
ら
ハ
ソ
デ
ー
が
あ
る

ー

こ
し
対
策
室
ま
で
申
し
込
ん
で
下
111

と
い
う
人
が
あ
る
が
、
創
造
す
る
心

ーI
 

さ
い
。

111
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な
け
れ
ば
資
源
を
生
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し
ぎ
れ
ぬ

＇ 血
し
、
無
か
ら
有
の
心
意
気
が
欲
し
い
。

＇ 血
無
い
も
の
を
つ
く
り
出
す
、
そ
れ
が

ー
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「
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し
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町
創
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」
で
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る
。
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肱川町議会議員選挙結果 ゜
投票日

当日有権者数

投票者数

有効投票

無効投票

候補者別得票及び投票率別表

平成 3年 4月21日

2,691人

2,532人

2,515票

17票

町 議会議員選挙投票所別投票率

五 男女別 有当権者数日 投票率

第 1 男 406 人 93.60 ％ 

基幹集落 女 460 94.78 

セソター 計 866 94.23 

第 2 男 140 90.00 

岩 谷 女 135 97.78 

公民館 計 275 93.82 

第 3 男 224 92.86 

宇和川 女 241 95.44 

集 会所 計 465 94.19 

第 4 男 242 94.21 

大 谷 女 243 94.24 

小 学校 計 485 94.23 

第 5 男 32 100.00 

中 津 女 38 92.11 

集会所 計 70 95.71 

第 6 男 131 92.37 

予子林 女 163 93.25 

小 学校 計 294 92.8'6 

第 7 男 121 92. 56 

中 居谷 女 115 96.52 

集 会所 計 236 94.49 

男 1,296 93.13 

合 計 女 1,395 94.98 

計 2,691 94.09 
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長
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委
員
長

◎
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石

勲

0
沖

浦

賢

嗣

神

井

恵

一

郎

冨

永

計

次

監
査
委
員

岩

田

清

茂

議
会
の
構
成

議

長

冨

永

計

次

副

議

長

山

中

美

茂

任
期
満
了
に
伴
う
一
般
選
挙
後
の

町
議
会
諸
構
成
な
ど
を
行
う
臨
時
町

議
会
は
、
五
月
七
日
に
召
集
さ
れ
次

の
と
お
り
新
体
制
が
決
定
さ
れ
ま
し

こ
。

t
 な

お
、
特
別
委
員
会
と
し
て
引
き

続
ぎ
、
河
辺
川
ダ
ム
対
策
特
別
委
員

会
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

河
辺
川
ダ
ム
対
策
特
別
委
員
会

◎
神
井
恵
一
郎

0
沖
野
恒
―
―
―

泉

福

男

山

中

美

茂

下

石

勲

和

氣

邦
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松
本
金
次
郎

産
業
委
員
会
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石
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0
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泉

福

男

森
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夫

福

山

保

沖

野

恒

三

[
．
議
長
に
冨
永
氏

―

-

MIJ
議
長
に
山
中
氏
を
選
出

g
 

臨
時
町
議
会

町議会議員選挙立候補者別得 票数

当の 落別 候補者氏名 性別 年齢 職 業 党派
観（前）

得票数
元 別

当 森 毎糸 夫 男 49 農 業 無所属 新 209 

当 和 氣 邦 嗣 男 46 会社社長 無所属 現 200 

当 神 井 恵一郎 男 51 農 業 無所属 現 188 

当 石 河 次 郎 男 66 農 業 無所属 現 182 

当 福 山 保 男 41 農 業 無所属 新 176 

当 d晶, 永 計 次 男 56 農 業 無所属 現 172 

当 山 中 美 茂 男 63 農 業 無所属 現 169 

当 下 石 勲 男 52 農 業 無所属 現 158 

当 沖 浦 賢 嗣 男 49 農 業 無所属 現 158 

当 岩 田 清 茂 男 58 商 業 無所属 現 153 

当 泉 福 男 男 47 左官業 無所属 新 150 

当 松 本 金次郎 男 56 農 業 無所属 新 149 

当 渡邊 弘 務 男 55 農 業 無所属 現 145 

当 沖 野恒 ＝ 男 60 農 業 無所属 現 137 

大 田 恒 男 56 農 業 無所属 現 137 

堀 和 明 男 59 写真難経営 無所属 新 32 

放流風景

四
月
十
五
日
、
赤
岩
橋
の
下
流
で

肱
川
漁
業
協
同
組
合
の
関
係
者
が
立

合
い
、
稚
ア
ユ

三
万
匹
が
放

流
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ア
ユ
は
、
愛
媛
県
栽

流

培
漁
業
セ

ソ
タ

ー
で
フ
化
し

放

た
も
の
で
、
七
セ

ソ
チ
前
後

成
長
し
た
の
も
の
で
す
。

匹

に
今
回
は
、
六
万
匹
放
流
を
予

定
し
て
い
る
う
ち
の
半
分
に

万3
あ
た
る
三
万
匹
を
放
流
し
た

ュ

も

の

で
す
。

ァ

六

月
一
日
の
ア
ユ
解
禁
日

に
は
、
十
五
ー
ニ
十
セ
ソ
チ

に
成
長
す
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

今
年
も
た
く
さ
ん
の
ア
ユ
が
と
れ
る

こ
と
を
今
か
ら
心
待
ち
に
さ
れ
て
い

る
方
も
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
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福山 保
41歳農業
1回（協生）

園
国
図
台
ん
＠
国
祝

四
月
二
十
一
日
の
町
議
会
議
員
選

挙
で
十
四
人
の
方
々
が
当
選
さ
れ
、

新
し
い
議
員
に
な
ら
れ
ま
し
た
。

今
後
四
年
間
、
町
民
の
信
託
を
う

け
町
政
に
参
画
い
た
だ
く
新
議
員
さ

ん
は
、
議
員
に
選
ば
れ
て
の
抱
負
を

次
の
と
お
り
述
べ
て
お
ら
れ
ま
す
。

（
議
席
順
に
掲
載
、
年
齢
・
職
業

・

当
選
回
数

・
部
落
）

何
も
分
か
ら
な
い
、
一
年
生
で
す

が
小
さ
い
、
こ
と
か
ら
、
「

一
ツ
一

ツ
」
、
勉
強
し
地
域
の
皆
様
の
対
話

“
を
大
切
に
し
、
若
さ
と
実
行
力
で
、

町
民
の
為
に
一
生
懸
命
に
頑
張
り
ま

す
の
で
、
皆
さ
ん
御
指
導
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。男

業
）

官
栄

左
共

届ネ

（
 

回-

歳
泉

47

河
辺
川
ダ
ム
、
農
業
、
過
疎
、
老

齢
化
な
ど
い

ろ
い
ろ
な
課
題
あ
る
時

で
す
が
、
肱
川
町
の
良
さ
を
引
き
出

し
、
夢
と
希
望
の
も
て
る
地
域
づ
く

り
に
つ
い
て
勉
強
し
て
、
私
に
出
来

る
事
を
見
つ
け
て
、
行
動
し
て
行
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
皆
様

の
ご
指
導
、
ご
協
力
を
お
願
い
致
し

ま
す
。

）
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こ
の
た
び
の
選
挙
に
お
き
ま
し
て

は、

多
く
の
町
民
の
皆
様
の
ご
支
援

を
賜
り
初
議
席
を
与
え
て
頂
ぎ
ま
し

た
。
こ
の
感
激
と
責
任
の
重
大
さ
を

痛
感
致
し
て
お
り
ま
す
。
私
は
、
十

五
年
の
長
き
に
わ
た
り
農
業
委
員
と

し
て
勉
強
さ
せ
て
頂
き
多
く
の
事
を

経
験
さ
せ
て
頂
ぎ
ま
し
た
。
農
政
の

貧
弱
さ
と
従
事
す
る
者
の
力
の
な
さ

は
よ
く
理
解
し
て
い
る
積
り
で
す
。

厳
し

い
状
況
の
中
で
の
農
林
業
振
興

は
思
い
切

っ
た
展
開
が
必
要
で
す
。

急
速
に
進
む
高
齢
化
。
そ
し
て
過
疎

化、

今
町
民
の
方
々
は
複
雑
な
思
い

で
行
政
に
期
待
し
て
お
ら
れ
る
事
と

思
い
ま
す
。
議
員
と
し
て
与
え
ら
れ

た
任
務
が
果
た
せ
ま
す
よ
う
懸
命
に

努
力
す
る
覚
悟
で
す
。
ご
支
援
頂
き

ま
し
た
お

一
人
お
一
人
の
心
を
心
と

し
て
大
切
に
致
し
ま
す
。
皆
様
の
温

か
い
ご
指
導
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

-
和氣邦嗣
46歳 会 社社長
2回（下鹿野川）
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皆
さ
ん
の
御
協
力
を
頂
き
議
席
を

与
え
て
頂
き
ま
し
た
。
今
ま
で
は
生

産
活
動
や
文
化
活
動
に
専
念
し
て
居

り
ま
し
て
、
町
行
政
に
は
全
く
無
知

で
す
が
、
こ
れ
か
ら
は
皆
さ
ん
の
御

指
導
を
受
け
乍
ら
、
明
る
い
豊
か
な

町
づ
く
り
に
努
力
致
し
ま
す
。
今
肱

川
町
に
は
河
辺
川
ダ
ム
建
設
問
題
が

大
き
く
の
し
か
か
っ
て
居
り
こ
れ
を

さ
け
て
通
れ
な
い
問
題
で
す
の
で
、

地
域
の
皆
さ
ん
と
一
体
と
な
っ
て
対

処
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
共
よ
ろ
し
く

御
指
導
を
お
願
い
し
ま
す
。

皆
さ
ん
方
の
ご
支
援
に
よ
り
ま
し

て
、
二
期
目
を
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
何
卒
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

一
期
四
年
間
を
振
り
返
っ
て
み
ま

す
と
、
制
度
的
な
こ
と
や
、
予
算
・

会
議
の
ル
ー
ル
な
ど
一
議
員
と
し
て

の
勉
強
の
み
に
終
わ

っ
た
感
を
強
く

し
ま
す
。
第
二
期
目
に
臨
む
私
は
、

住
民
の
皆
さ
ん
の
代
表
と
し
て
の
自

覚
を
一
層
新
た
に
す
る
と
と
も
に
、

肱
川
町
ら
し
い
議
員
活
動
を
続
け
た

い
と
考
え
ま
す
が
、
当
面
は
、
次
の

点
に
配
慮
し
て
ゆ
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
遠
慮
の
な
い
御
意
見
、

御
指
導
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

0

高
齢
化
社
会
の
老
人
問
題

0

家
庭
や
地
域
の
教
育
環
境
改
善

〇
転
換
期
の
農
業
問
題

0

地
域
の
活
性
化

沖浦賢嗣
49歳農業
2回（中居谷）
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町
民
各
位
の
温
か
い
御
支
援
に
よ

り
、
二
度
目
の
議
席
を
頂
き
、
感
激

と
共
に
責
任
の
重
大
さ
を
身
に
し
み

て
感
じ
て
い
る
次
第
で
す
。
過
去
四

年
間
の
議
会
活
動
で
の
貴
重
な
経
験

を
基
に
、
更
に
議
員
使
命
の
認
識
と

責
務
を
傾
注
し
、
常
に
健
全
で
誤
り

の
な
い
行
政
推
進
に
務
め
た
い
と
存

じ
ま
す
。
特
に
今
期
は
、
総
務
副
委

員
長
に
御
推
挙
頂
ぎ
、
そ
の
自
覚
と

決
意
も
新
た
な
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
益
々
深
刻
な
農
林
業
に
対
し
て

は
、
ダ
メ
ー
ジ
を
和
ら
ぐ
対
策
始
め
、

念
願
の
町
営
バ
ス
利
用
に
よ
り
、
農

林
団
体
、
商
工
観
光
、
福
祉
教
育
等

の
共
存
共
栄
主
義
施
策
、
新
し
い
町

創
造
へ
向
け
て
の
地
域
振
興
確
立
、

又
、
今
最
大
の
懸
案
河
辺
川
ダ
ム
問

題
に
つ
い
て
は
、
高
速
交
通
時
代
を

先
取
り
し
た
地
域
開
発
を
考
え
る
と
、

こ
れ
以
上
返
答
を
引
き
の
ば
す
こ
と

は
得
策
で
な
い
と
考
え
ま
す
。
町
民

~
 

こ
の
度
の
議
員
選
挙
に
お
い
て
、

当
選
の
栄
を
あ
た
え
て
い
た
だ
ぎ
感

謝
に
た
え
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
の
四
年
間
苦
難
な
道
で

-L  
下石 勲

52歳農業
3回（上嵯峨谷）

こ
の
度
の
議
会
改
選
に
当
り
神
に

与
え
ら
れ
た
当
選
と
し
か
云
い
様
も

な
い
当
選
を
受
け
有
難
く
思
う
と
同

時
に
責
任
の
重
さ
を
痛
感
す
る
と
共

に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
を
し
て
い

る
者
で
あ
り
ま
す
。
自
然
に
恵
ま
れ

緑
豊
か
な
肱
川
町
で
あ
り
乍
ら
過
疎

に
悩
む
肱
川
町
で
あ
り
ま
す
が
活
力

あ
る
町
づ
く
り
の
為
に
は
農
林
業
の

振
興
と
共
に
若
者
が
定
住
で
き
る
生

活
環
境
整
備
が
何
よ
り
優
先
す
べ
き

で
あ
る
と
考
え
る
者
で
あ
り
ま
す
。

老
齢
化
社
会
の
対
応
も
時
間
を
待
っ

事
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
独
居
老
人
対

策
、
生
活
福
祉
、
教
育
文
化
の
向
上

も
云
う
迄
も
あ
り
ま
せ
ん
9

ダ
ム
問

題
、
観
光
開
発
と
課
題
の
多
い
肱
川

町
で
あ
り
ま
す
が
、
懸
命
の
努
力
を

す
る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。
御
支
援
の

程
お
願
い
し
ま
す
。

沖野恒三
60歳農業
2回（広常）

各
位
の
御
指
導
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
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園 区

は
あ
り
ま
す
が
、
過
疎
化
が
進
む
肱

川
町
を
豊
か
な
自
然
を
利
用
し
て
、

心
の
か
よ
い
あ
う
町
づ
く
り
、
農
林

業
で
生
き
ぬ
け
る
対
策
を
一
日
も
早

く
実
現
し
豊
か
で
住
み
良
い
新
し
い

町
を
目
ざ
し
一
生
懸
命
努
力
し
町
民

の
皆
様
の
ご
期
待
に
副
う
べ
く
頑
張
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
ご
指
導
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

、＼ノ

業
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歳
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58
回
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岩

3

こ
の
度
、
三
度
目
の
当
選
を
さ
せ

て
頂
き
、
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

肱
川
町
は
今
、
河
辺
川
ダ
ム
を
始

”
め
、
人
口
の
減
少
高
齢
化
、
後
継
者

不
在
な
ど
が
私
達
の
日
常
生
活
に
様
々

な
影
響
を
お
よ
ぼ
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
様
な
中
に
あ
っ
て
肱
川
町
に

は
、
他
に
比
較
に
な
ら
な
い
素
晴
ら

し
い
産
業
、
文
化
遺
産
が
あ
る
こ
と

も
事
実
で
あ
り
ま
す
。

過
去
八
年
間
の
議
会
活
動
の
貴
重

な
経
験
と
町
民
の
皆
さ
ん
と
の
ふ
れ

あ
い
か
ら
学
ん
だ
事
を
基
に
、
皆
さ

ん
と
共
に
考
え
、
知
恵
を
し
ぼ
り
、

ふ
る
さ
と
創
生
と
地
方
の
時
代
に
ふ

さ
わ
し
い
心
豊
か
な
郷
土
づ
く
り
と

町
民
主
体
の
町
政
発
展
に
全
力
を
注

ぐ
所
存
で
あ
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
助

言
を
、
ご
指
導
を
お
願
い
し
ま
す
。

去
る
四
月
二
十
一
日
行
わ
れ
ま
し

た
肱
川
町
議
会
議
員
選
挙
に
立
候
補

し
三
度
目
の
当
選
を
さ
し
て
戴
ぎ
只
々

感
謝
の
気
持
ち
で
一
杯
で
ご
ざ
い
ま

す
。
有
権
者
の
皆
様
の
一
票
一
票

を
胸
に
秘
め
な
が
ら
真
面
目
に
真
剣

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
肱
川
町
の
今
後
の
問
題
は
た
＜

さ
ん
あ
り
ま
す
が
大
き
く
考
え
て
四

つ
あ
る
と
思
い
ま
す
。
第
一
河
辺
川

＾ 石河次郎
66歳農業
3回（上森山）

今
回
の
町
議
会
議
員
の
選
挙
に
当

り
、
三
度
目
の
議
席
を
与
え
て
い
た

だ
ぎ
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
初

心
に
か
え
り
、
八
ヶ
年
の
経
験
を
活

し
、
常
に
研
鑽
に
務
め
町
民
各
位
の

御
提
言
御
意
見
を
拝
聴
し
て
地
域
の

代
表
者
と
し
て
、
町
民
の
附
詫
に
こ

た
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
農
林
業

の
振
興
、
河
辺
川
ダ
ム
問
題
、
過
疎
．

高
齢
化
等
、
山
積
み
す
る
課
題
の
解

決
に
全
力
を
注
ぎ
、
潤
い
と
活
力
あ

る
明
る
い
町
づ
く
り
に
最
大
の
努
力

を
傾
注
す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

町
民
各
位
の
御
指
導
御
鞭
撻
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

山中美茂
63歳農業
3回（瓜生谷）

ダ
ム

問
題
、
第
二
教
育
問
題
、
第
三

肱
川
の
町
づ
く
り
の
問
題
、
第
四
老

人
福
祉
の
問
題
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。三

期
生
と
も
な
れ
ば
今
迄
の
経
験

を
生
か
し
重
み
の
あ
る
発
言
を
し
又

仕
事
の
面
に
於
い
て
も
形
の
上
に
表

し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
浅
学

非
オ
で
御
座
居
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

御
指
導
願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
言

葉
足
り
ま
せ
ん
が
抱
負
を
申
し
上
げ

ま
し
た
。

‘、ノ

業
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こ
の
度
、
四
期
目
の
当
選
を
さ
し

て
戴
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
の
四
年
間
、
肱
川
町
に
と
っ

て
は
町
の
将
来
を
左
右
す
る
、
重
大

な
問
題
が
「
河
辺
川
ダ
ム
」
で
あ
ろ
う

と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
問
題
が
起
こ
っ

て
か
ら
早
く
も
九
年
目
に
入
っ
て
お

り
ま
す

C

町
に
と
っ
て
も
又
地
元
岩

谷
地
区
に
と
っ
て
も
避
け
て
通
る
こ

と
の
出
来
な
い
こ
と
で
あ
る
と
思
わ

れ
ま
す
。
河
辺
川
ダ
ム
に
よ
っ
て
地

元
と
町
に
と
っ
て
将
来
性
の
あ
る
方

向
を
見
出
し
て
取
り
組
ん
で
行
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

風
お
こ
し
に
よ
っ
て
、
農
業
・
商
工

観
光
な
ど
の
活
性
化
を
造
っ
て
行
く

べ
き
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
ニ

十
一
世
紀
に
向
か
っ
て
住
み
よ
い
町

造
り
に
な
る
よ
う
頑
張
っ
て
行
き
た

~ 
冨永計次

56歳農業
4回（上鹿野川）
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今
回
の
町
議
会
選
挙
に
は
皆
様
の

温
か
い
ご
支
援
に
よ
り
四
度
目
の
議

席
を
与
え
て
頂
き
厚
く
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
と
共
に
責
任
の
重
大
さ
を

感
じ
て
お
り
、
初
心
に
か
え
り
町
民

各
位
の
ご
要
望
と
ご
期
待
に
そ
う
べ

＜
誠
心
誠
意
努
力
を
し
て
職
責
を
果

た
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
農

林
業
の
き
び
し
さ
引
い
て
は
商
工
、

観
光
、
過
疎
、
老
齢
化
等
問
題
が
山

積
し
て
お
り
此
れ
ら
問
題
解
決
に
取

り
く
む
の
は
勿
論
で
す
が
河
辺
川
ダ

ム
問
題
は
肱
川
町
百
年
の
大
計
を
左

右
す
る
も
の
で
あ
り
住
民
の
皆
様
と

充
分
話
し
合
い
を
し
て
結
論
を
出
さ

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

我
々

14
名
の
議
員
と
結
束
を
計
り
乍

ら
問
題
解
決
に
努
力
す
る
決
意
で
あ

り
ま
す
。
町
民
各
位
の
ご
指
導
、
ご

支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

期る
目町公
の民明
議の選
席信挙
を任で
与に 民

:]9 .... ‘‘~鼻
戴責問
き任い神井恵一郎
、あ‘ 51歳農業

----,る心 5回（大和）
地五 あ

い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
ご
指
導

を
お
願
い
し
ま
す
。

1電 1話て：‘|税 1金相談 I

電話による税の相談にコソピュータがお答えする、タッ

クスアソサーを利用する場合に必要なコード表が、平成 3

年 6月発行の愛媛県版ハローページ (50音順電話帳）に掲載

されることになりました。

なお、国税局が作成したコード表は、最寄りの税務署、

税務相談室、肱川町役場の窓口に備え付けてありますので

ご利用下さい。

方
の
国
際
化
」
と
云
わ
れ
る
二
十
一

世
紀
に
向
か
っ
て
、
若
者
が
定
住
出

来
、
老
人
が
安
心
し
て
余
生
を
送
れ

る
豊
か
で
活
力
に
満
ち
た
新
生
肱
川

づ
く
り
の
た
め
「
住
民
と
の
対
話
」

「
生
の
声
の
汲
収
」
「
開
か
れ
た
行
政
」

を
大
切
に
全
力
を
傾
注
す
る
覚
悟
で

す。

0

基
幹
産
業
で
あ
る
農
林
業
の

見
直
し
、
位
置
づ
け
、
高
齢
者
・
女

性
を
戦
力
に
し
た
営
農
等
に
よ
る
振

興
策
、

0

自
然
と
の
調
和
と
共
生
に

よ
る
快
適
な
生
活
環
境
づ
く
り
、

0

町
づ
く
り
は
人
づ
く
り
・
自
分
づ
く

り
、
社
会
教
育
の
充
実
、
生
涯
教
育

の
推
進
、
後
継
者
や
指
導
員
等
の
人

材
育
成
。



＆碑 可 后 (6)

多くの方の目を楽しませた丸山公園

鹿
野
川
し
ゃ
く
な
げ
ま
つ
り
は
、

＝
―
月
三
十
一

日
に

ふ
れ
あ
い
の
里
鹿

鳴
園
に
お
い
て
開
幕
式
が
行
わ
れ
四

月
三
十
日
ま
で
鹿
鳴
園
、
丸
山
公
園
、

鹿
野
川
園
地
を
中
心
に
開
催
さ
れ
期

間
中
に
は
、
町
内
外
か
ら
約
二
万
人

の
来
客
が
あ
り
年
々
増
加
し
て

い
ま

す
。主

催
の
肱
川
町
観
光
協
会
で
は
、

期
間
中
い
ろ
ん
な
催
し
を
計
画
し
実

行
し
ま
し
た
が
、
今
回
は
の
び
の

び
ウ
ォ
ー
ク
、
グ
リ
ー
ン
ア
ド
ベ

ソ
チ
ャ
ー
大
会
、
し
ゃ
く
な
げ
ま
つ

り
テ
ニ
ス
大
会
等
の
結
果
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

今
回
で
三
回
目
の
「
の
び
の
び
ウ
ォ
ー

ク
」
は
三
月
三
十
一
日
、
く
も
り
空

⑲

の

中

参

加

者

三

十

人

が

鹿

鳴

園

に

集

”
合
し
、
午
前
十
時
に
元
気
よ
く
出
発

し
ま
し
た
。

コ
ー
ス
は
鹿
鳴
園
か
ら
過
疎
林
道

肱
川
野
村
線
を
の
ん
び
り
と
歩
き
、

道
路
沿
い
の
山
菜
狩
り
を
楽
し
み
な

が
ら
岳
山
ヘ
ー。
昼
食
は
鹿
鳴
園
の
庭

で
お
に
ぎ
り
と
ア
メ
ノ
ウ
オ
の
塩
焼

き
に
舌
づ
つ
み
を
う
ち
な
が
ら
の
歓

談
、
午
後
は
、
疲
れ
た
体
を
保
養
セ

ソ
タ
ー
の
温
泉
に
入
り
の
ん
び
り
さ

れ
た
り
テ
ニ
ス
の
観
戦
な
ど
の
コ
ー

ス
で
午
後
二
時
頃
楽
し
い
一
日
を
過

ご
さ
れ
帰
途
に
つ
か
れ
ま
し
た
。

今
回
初
め
て
行
わ
れ
た
グ
リ
ー
ソ

ア
ド
ベ
ソ
チ
ャ
ー
大
会
に
は
、
二
十

組
・
六
十
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

会
場
と
な
っ
た
鹿
野
川
園
地
に
は

八
ポ
イ
ソ
ト
に
ク
イ
ズ
が
書
か
れ
た

用
紙
が
置
か
れ
て
お
り
、
参
加
者
は

こ
の
ク
イ
ズ
を
解
き
次
の
ポ
イ
ソ
ト

へ
と
移
動
し
て
い
ま
し
た
。
な
お
こ

の
大
会
の
三
等
ま
で
に
は
賞
品
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

し

ゃ
く
な
げ
ま
つ
り
テ
ニ
ス
大
会

に
は
町
外
か
ら
十
八
チ
ー
ム
が
参
加

18チームが熱戦（鹿鳴園テニスコート）

林道をのんびり散歩

し
て
、
混
合
ダ
ブ
ル

ス・

ト
ー
ナ

メ
ソ

ト
方
式
で

試
合
が
進
め
ら
れ
午
後

＝
一
時
ま
で
熱
戦
が
つ

づ

き
休
憩
時
に
は
、
交
流

の
場
と
も
な
り
楽
し
い

一
日
を
過
ご
さ
れ
ま
し

こ。t
 な

お
三
位
ま
で
の
成

績
は
次
の
と
お
り
で
し

こ。t
 

優

勝八
幡
浜
ロ
ー
ソ
テ
ニ

ス
ク
ラ
ブ

二
宮
・

堀
田
組

準
優
勝

八
幡
浜
ロ
ー
ソ
テ
ニ

ス
ク
ラ
ブ

菅
•
清
水
組

三

位大
洲
ロ
ー
ソ
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

久
保
・
武
田
組

八
幡
浜
ロ

ー
ソ
テ

ニ
ス
ク
ラ
ブ

安
藤
・
都
築
組

不正大麻、 けし撲滅運動
(5月 1日～ 6月30日）

昨年、町内に多かっ
たけし（八重咲）

今
年
も
全
国
一
斉
に
「
不
正
大
麻
・

け
し
撲
滅
運
動
」
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
愛
媛
県
で
も
け
し
の
花
の
咲
く

時
期
に
、
こ
の
運
動
を
展
開
し
、
大

麻
や
け
し
に
関
す
る
正
し
い
知
識
の

普
及
啓
発
と
不
正
栽
培
の
発
見
・
除

去
に
努
め
て
い
ま
す
。

大
麻
や
け
し
は
「
ひ
な
げ
し
」
や

「
お
に
げ
し
」
な
ど
を
除
い
て
法
律
に

よ
っ
て
厚
生
大
臣
の
許
可
を
受
け
ず

に
栽
培
す
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。

法
律
で
厳
し
く
規
制
し
て
い
る
の

は
、
大
麻
や
け
し
の
成
分
の
中
に
、

「
モ
ル
ヒ
ネ
」
や
「
あ
へ
ん
」
が
含
有
さ

れ
て
お
り
、
使
用
方
法
を
誤
る
と
人

命
に
か
か
わ
る
ほ
ど
の
重
大
な
影
響

を
与
え
る
か
ら
で
す
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
、

知
ら
な
い
人
が
多
く
、
昨
年
も
町
内

で
運
動
期
間
中
に
、
空
ぎ
地
や
家
庭

の
庭
先
で
多
数
、
不
正
栽
培
の
け
し

が
発
見
さ
れ
、
大
洲
保
健
所
の
担
当

職
員
と
同
行
し
除
去
に
努
め
ま
し
た
。

不
正
大
麻
や
け
し
を
発
見
し
た
場

合
に
は
役
場
か
大
洲
保
健
所
へ
通
報

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
大
麻
や
け

し
に

つ
い
て
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
ら
大
洲
保
健
所
又
は
町
保

健
セ
ソ
タ
ー
ヘ
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
な
お
、
農
地
を
住
宅
敷
地
・
山

林
等
に
転
用
す
る
に
は
、
許
可
が
い

り
ま
す
。

農
業
委
員
会
ま
で
お
申
し
出
下
さ

、0
l
>
 無

断
転
用
は
、
絶
対
に
し
な
い
よ

う
に
し
て
下
さ
、

植えつける場合の境界からの距離

- 境界からの距雛

造林を目的とする場合 4m以上

果樹園を目的とする場合 3m以上

隣接地が山林の場合 lm以上

最
近
、
農
地
を
造
林
又
は
果
樹
園

に
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。

こ
の
場
合
、
肱
川
町
で
は
、
次
の

よ
う
な
申
し
合
わ
せ
を
し
て
い
ま
す
。

実
施
さ
れ
る
場
合
、

申
し
合
わ
せ
に

そ
っ
て
お
こ
な
っ
て
下
さ
い
。

詳
し
く
は
、
地
元
の
農
業
委
員
又

は
農
業
委
員
会
ま
で
、
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。

造
林
・
果
樹
園
に
す
る
場

合
の
申
し
合
わ
せ
事
項
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后

あ
な
た
の
善
意
が
A
叩
を
救
う

ー
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
貯
金

四
国
管
内
で
八
万
九
干
件
—

四
国
郵
政
局
で
は
、
四
国
ち
な
み
に
、
四
月
末
現
在
の
肱
川

R
 

広

管

内

の

郵

便

局

で

受

け

付

け

町

内

の

国

際

ボ

ラ

ソ

テ

ィ

ア

貯

金

受

た
国
際
ボ
テ
ソ
テ
ィ
ア
貯
金
付
状
況
は
九
十
八
件
と
一
部
の
善
意

の
件
数
•
寄
附
金
額
を
次
の
な
方
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

⑯
 

面

）

表

の

と

お

り

と

り

ま

と

め

、

こ

の

国

際

ボ

ラ

ソ

テ

ィ

ア

貯

金

は

発

表

さ

れ

ま

し

た

。

通

常

郵

便

貯

金

の

預

金

者

に

、

毎

年

①

今

年

一

月

四

日

か

ら

取

扱

三

月

末

に

お

け

る

受

取

利

子

の

二

0

砂
開
始
し
て
―
―
一
月
末
ま
で
に
受
％
を
、
預
金
者
の
善
意
に
よ
り
寄
附

け
付
け
た
国
際
ボ
ラ
ソ
テ
ィ
し
て
も
ら
い
、
海
外
で
医
療
や
食
糧

⑭

ァ

貯

金

は

、

八

万

九

千

件

、

の

援

助

、

飲

料

水

の

確

保

な

ど

の

援

寄
附
金
額
は
一
＿
一
千
九
百
万
円
助
活
動
を
行
っ
て
い
る
民
間
団
体

と
な
っ
て
お
り
、
全
国
で
は

(
N
G
o
)
を
通
じ
て
、
発
展
途
上
国

⑱
 

箪

約

二

百

十

二

万

件

、

寄

附

金

の

住

民

の

福

祉

の

向

上

に

役

立

て

る

総
額
十
一
億
三
百
万
円
と
な
っ
も
の
で
す
。

て
お
り
ま
す
。

加
入
の
手
続
ぎ
は
、
肱
川

・
予
子

新しい部落長さんの紹介
部落長の交替期にあたり、 4月 1日付で下表のと

おり新しく部落長さんが決まりました。

町と住民を結ぶパイプ役と して、町行政の推進、

部落振興のため、今後2年間何かとお世話になりま

すがよろしくお願い致します。

部落長名簿平成 3• 4年度 （平成 3年4月 1日現在）

国際ボランティア貯金受付状況

県別 受付件数 寄附金額

愛媛県 31,000 件 1,30茫

香川県 21,000 1,000 

徳島県 18,000 800 

高知県 19,000 800 

四国 89,000 3,900 

全国 2116千件 11億3百万円

林
郵
便
局
又
は
、
正
山
・
大
谷
簡
易

郵
便
局
の
窓
口
ヘ
、
通
常
郵
便
貯
金

通
帳
と
印
鑑
を
ご
持
参
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
、
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
貯
金
保
険
関
係
で
お

伺
い
し
て
い
る
外
務
職
員
に
申
し
出

て
い
た
だ
い
て
も
結
構
で
す
。

み
な
さ
ん
の
あ
た
た
か
い
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

渡しに”謬ますか[
家内労働手帳！

家内労働旬間(5月21日し31日）

委託者（内職の仕事を出して

いる事業主等）の皆さんは、次

のことを守りましょう。

①家内労働手帳に、エ賃額、支

払日等をはっきりと記入して、

必ず家内労働者に渡しましょ

う。

②家内労働による災害を防ぐた

め、必要な措置をしましょう。

③最低工賃額以上のエ賃を、一ヶ

月以内に全額支払いましょう。

家内労働者（委託者から受けた

内職の仕事をする人）の皆さん

は、次のことに注意しましょう。

部 落 名 氏 名 戸数 部落名 氏 名 戸数

小 畑 井 城戸一博 8下鹿野川 佐藤久綱 53 

萩野尾 北 川 静 雄 8上鹿野川 金森 勝 73 

汗 生 花 岡 保 正 24 息， 造 門多一男 7 

道 野 尾 萬願寺清 16見 の 越 城 戸 英 樹 6 

上森山 藤川 貝＇ 16 月野尾 冨永政男 15 

八 重 栗 石 川 忠 男 11 下敷水 寺尾十七八 17 

山 槌 櫻田和明 23 敷 水 森 岡 鶴 男 21 

協 生 山本雅憲 31 上敷水 11 

品..L. 城 中 岡 勝 美 23 下睦峨谷1城 戸 節 男 13 

士/ヒ‘ 栄 松本重則 31 下嬰峨谷2川本寅ー 3 

中居谷 藤原茂瑣夫 53 上嵯峨谷 竹 森 高 幸 11 

白 石 山 下 広 美 21 菟野尾 山下光幸 23 

旦即ク 地 岩田 昭 17 橡の木瀬 中川和子 2 

広 常 沖野次雄 40 柳 増田喜芳 20 

久 保 小 川 和 雄 34 郷 松 田 福 恵 18 

大 平 山本菊雄 28 市 の 畦 三 瀬 義 明 13 

大屋敷 宮本長則 16 瓜生谷 山 下 新 一 18 

森 二宮賢一郎 11 町 清水良治 24 

肱 栄 橋 本 正 之 14 藤野原 畦崎和男 20 

大 和 亀井和夫 33 小 倉 二宮 晋 7 

中 野 鳥越 寛 69 中 津 二 宮 亀 男 28 

小 藪 谷田通泰 51 計 981 

災
害
防
止
に
つ
い
て

六
月
は
防
災
対
策
強
調
月
間
で
す
。

こ
れ
か
ら
秋
に
か
け
て
は
、
梅
雨
や

台
風
、
秋
雨
前
線
な
ど
の
影
響
で
、

大
雨
の
降
り
や
す
い
季
節
で
す
。

県
で
は
こ
の
月
間
中
、
河
川
、
道

路
な
ど
の
土
木
施
設
や
工
事
現
場
の

パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
め
、
危
険
箇
所
の

発
見
や
応
急
工
事
の
実
施
な
ど
災
害

の
防
止
に
努
め
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん

も
、

テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
な
ど
の
災
害

情
報
に
注
意
し
、
危
険
が
迫
っ
た
と

き
は
す
ぐ
に
避
難
す
る
な
ど
、
災
害

に
対
す
る
警
戒
を
十
分
に
心
掛
け
て

く
だ
さ
い
。
さ
ら
に
災
害
に
備
え
て

懐
中
電
灯
や
携
帯
ラ
ジ
オ
な
ど
も
常

に
準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
危
な
い
場
所
を
見
か
け
た

と
き
は
、
す
ぐ
に
役
場
建
設
課
か
八

幡
浜
地
方
局
建
設
部
ま
で
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

①
家
内
労
働
手
帳
を
委
託
者
か
ら
受

け、
・
必
ず
は
っ
き
り
と
記
入
し
て

も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

②
家
内
労
働
に
よ
る
災
害
が
起
き
な

い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

③
工
賃
は
、
全
額
を
一
ヶ
月
以
内
に

受
け
ま
し
ょ
う
。

家
内
労
働
に
つ
い
て
の
ご
相
談
、

お
問
い
合
わ
せ
は
、
愛
媛
労
働
基
準

局
賃
金
課
（
電
話

0
八
九
九
ー
―
―

五

ー

ニ
―

o
-）
、
ま
た
は
、
最
寄
り

の
労
働
基
準
監
督
署
へ
ご
照
会
く
だ

さ
い
。

（
愛
媛
労
働
基
準
局
）
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国
民
年
金
に
は
、
二
十
歳
以
上
六

十
歳
未
満
の
す
べ
て
の
人
が
加
入
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
加
入
し

て
い
て
も
配
偶
者
の
退
職
・
転
職
又

は
本
人
の
就
職
・
結
婚
等
の
場
合
に

は
、
そ
の
つ
ど
届
け
出
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

特
に
サ
ラ
リ
ー
マ
ソ
の
奥
さ
ん
と

し
て
国
民
年
金
の
第
三
号
被
保
険
者

に
な
っ
た
場
合
、
保
険
料
は
ご
主
人

が
加
入
し
て
い
る
年
金
制
度
で
負
担

し
て
い
ま
す
の
で
、
種
別
変
更
の
届

け
出
は
と
て
も
大
切
で
ず
。

ご
主
人
や
奥
さ
ん
に
異
動
が
あ
っ

た
場
合
は
速
や
か
に
役
場
ま
で
届
け

出
を
し
て
下
さ
い
。

届
け
出
が
遅
れ
る
と
、
後
か
ら
ま

と
め
て
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な
っ

た
り
、
将
来
年
金
を
受
け
る
た
め
の

期
間
が
足
り
な
い
と
い
う
場
合
も
あ

り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
役
場
の
国
民
年
金
窓

ロ
ヘ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

国
民
年
金
の
手
続
き
忘
れ
ず
に

⑲ 図 臼 (8)

健やかな老後のために
「
寝
た
ぎ
り
は
寝
か
せ
き

り
か
ら
作
ら
れ
る
過
度

の
安
静
逆
効
果
」

高
齢
者
は
、
若
い
人
と

異
な
り
、
一
週
間
寝
こ
ん

だ
だ
け
で
、
ま
た
点
涸
注

射
等
の
た
め
に
臥
床
状
態

が
続
く
だ
け
で
、
筋
肉
の

力
が
衰
え
た
り
起
き
あ
が

ろ
う
と
い
う
意
欲
が
な
く

な
り
、
簡
単
に
寝
た
き
り

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

一
方
、
じ
っ
と
寝
さ
せ

て
お
く
方
が
、
本
人
も
楽

だ
し
、
介
護
す
る
側
も
手

が
か
か
ら
な
く
て
楽
だ
と

錯
覚
し
が
ち
で
す
が
、
実

寝
た
き
り
ゼ
ロ
の
十
か
条

そ
の
二

，
 

？嶺
は
、
寝
か
せ
き
り
に
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
い
ろ
い
ろ
な
病
気
（
肺
炎
・
床
ず

れ

・
ボ
ケ
な
ど
）
を
併
発
す
る
こ
と

が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

寝
た
き
り
を
作
ら
な
い
た
め
に
は

常
に
日
常
生
活
活
動
の
維
持
を
重
視

し
、
風
邪
や
ケ
ガ
で
も
素
早
く
治
療

し
て
、
安
静
期
間
を
で
ぎ
る
だ
け
短

く
す
る
心
が
け
が
大
切
で
す
。

虫
歯
と
並
ん
で
口
の
中
の
病
気
の

横
綱
格
と
い
え
る
の
が
歯
槽
膿
漏
。

4
0
歳
以
降
に
急
増
す
る
『
歯
の
成
人

病
』
で
す
。

〈
歯
槽
膿
漏
と
は
〉

歯
槽
膿
漏
と
は
、
歯
茎
の
炎
症
か
ら

歯
を
支
え
て
い
る
骨
（
歯
槽
骨
）
が
減
っ

た
り
、
歯
と
歯
茎
の
間
に
膿
が
た
ま
っ

た
り
す
る
状
態
の
こ
と
で
す
。
こ
の

前
段
階
が
歯
肉
炎
で
、
歯
茎
（
歯
肉
）

が
炎
症
を
起
こ
し
て
出
血
し
た
り
、

は
れ
た
り
し
て
い
る
状
態
を
言
い
、

こ
れ
を
放
置
し
て
お
く
と
、
歯
槽
膿

漏
へ
と
進
行
し
て
い
き
ま
す
。

〈
歯
槽
膿
漏
の
原
因
〉

歯
槽
膿
漏
の
原
因
と
し
て
は
、
毎

食
後
歯
を
磨
か
な
い
、
歯
並
び
が
よ

く
な
い
、
口
で
息
を
す
る
、
歯
ぎ
し

り
が
激
し
い
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
人
の
歯
の
表
面
や
す
き
間

に
は
、
歯
垢
と
呼
ば
れ
る
、
い
わ
ば

歯
に
た
ま
っ
た
垢
が
付
着
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
食
ベ
カ
ス
に
何
種
類
も
の

細
菌
が
集
ま
っ
て
で
き
た
も
の
で
、

だ
液
中
の
リ
ソ
酸
や
炭
酸
カ
ル
シ
ウ

ム
な
ど
と
混
ざ
っ
て
石
灰
化
し
、
や
っ

か
い
な
歯
石
と
な
り
ま
す
。
い
っ
た

ん
歯
石
が
で
ぎ
る
と
そ
こ
は
細
菌
の

す
み
か
と
な
り
、
歯
肉
に
炎
症
を
起

こ
し
、
骨
や
歯
茎
を
溶
か
し
始
め
歯

槽
膿
漏
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
つ
ま

り
、
歯
垢
を
母
体
と
し
て
成
長
し
た

⑰
◎
R
④
◎
R
⑱
⑱
 

槽

膿

漏

歯
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―No．＇・〈—-日訟っm[〉⑮
こ
ん
に
ち
わ
、
志
津
香
で
す
。
私

は
、
お
庭
で
遊
ぶ
の
が
大
好
き
で
、

男
の
子
に
負
け
な
い
く
ら
い
、
ド
ロ

ソ
コ
に
な
っ
て
、
お
母
さ
ん
を
、
困

ら
せ
て
い
ま
す
。
私
も
、
も
う
す
ぐ

お
姉
ち
ゃ
ん
、
も
う
少
し
、
お
り
こ

う
さ
ん
に
し
よ
う
か
な
．

o

~ ► 

お父さん
寿晴さん(29歳）
お母さん
佳代子さん (27歳）

始
め
ま
し
て
「
タ
カ
ユ
キ
」
で
す
。

三
人
兄
弟
の
末
っ
子
で
ち
ょ
っ
び

り
甘
え
ん
坊
。

お
兄
ち
ゃ
ん
た
ち
の
仲
に
交
じ
っ

て
遊
ぶ
の
が
と
て
も
大
好
き
で
す
。

で
も
最
後
に
は
け
ん
か
に
な
っ
て

泣
い
て
し
ま
い
ま
す
。

し

ず

か

徳
丸
志
津
香
ち
ゃ
ん
（
影
地
）

平
成
1
年
8
月
8
日
生

1
歳
9
か
月

.9シ

お父さん
真二さん (30歳）
お母さん
直美さん(26歳）

た

か

ゆ

き

中
野
貴
由
希
く
ん
（
汗
生
）

平
成
1
年

8
月

12
日
生

1
歳
9
か
月



(9)媒臥座） 祖R 匿

『
研
修
旅
行
』

そ
こ
•
こ
こ

民
生
委
員
総
務
宮
田
義
盛

昨
年
十
一
月
一
日
の
民
生
委
員
会

は
、
保
護
司
、
人
権
擁
護
員
さ
ん
と

の
合
同
の
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

皆
さ
ん
、
障
害
、
悩
み
、
心
配
ご

と
の
あ
る
方
々
の
相
談
役
と
し
て
、

又
担
い
手
と
し
て
の
活
動
を
さ
れ
て

お
ら
れ
ま
し
て
、
活
動
面
で
類
似
点

の
多
い
方
々
と
の
会
で
あ
り
ま
し
た

の
で
、
情
報
交
換
等
大
変
良
か
っ
た

と
好
評
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

事
務
局
の
ご
配
慮
に
よ
り
ま
し
て
、

今
回
は
、
保
護
司
、
人
権
擁
護
員
、

社
協
、
民
生
委
員
と
の
合
同
で
の
研

修
旅
行
を
計
画
さ
れ
、
去
る
四
月
二

十
四
日
か
ら
三
泊
四
日
で
な
ご
や
か

＂
な
旅
行
を
致
し
ま
し
た
。
コ
ー

ス
は

飛
騨
高
山
ー
金
沢
ー
福
井
永
平
寺
で

し
た
。
出
発
の
日
は
朝
か
ら
雨
で
し

た
が
、
夕
方
は
や
み
ま
し
た
が
傘
を

持
っ
て
の
旅
立
ち
で
し
た
。
鹿
野
川

を
夕
方
出
発
、
松
山
観
光
港
着
、
船

中
泊
と
な
り
ま
し
た
が
、
寝
台
．
で
し

た
の
で
よ
く
眠
り
、
目
を
さ
ま
す
と

神
戸
港
で
し
た
。
涼
乗
員
は
篠
原
さ

ん
と
言
わ
れ
、
と
て
も
親
切
な
方
で

し
た
。

船
か
ら
観
光
バ
ス
に
乗
り
換
え
、

お
早
う
ご
ざ
い
ま
す
の
挨
拶
で
二
日

目
が
始
ま
り
ま
し
た
。
真
赤
な
チ
ョ
ッ

キ
の
ガ
イ
ド
さ
ん
、
説
明
は
、
神
戸

を
後
に
し
ま
し
て
、
こ
の
先
六
甲
山
、

有
馬
温
泉
と
始
ま
り
ま
し
た
。

暫
く
一
行
は
、
熱
心
に
左
右
に
顔

を
向
け
説
明
を
受
け
て
い
ま
し
た
が
、

や
が
て
寝
不
足
か
、
何
時
の
間
に
か

説
明
は
、
う
と
う
と
で
耳
に
入
っ
て

も
頭
に
入
ら
な
い
時
も
あ
り
ま
し
た
。

可
愛
い
寝
顔
を
パ
チ
リ
と
写
さ
れ
た

人
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

休
憩
所
や
食
所
で
は
歓
迎
の
立
て

看
板
で
迎
え
て
く
れ
ま
す
。

雨
も
あ
が
っ
て
気
分
も
晴
々
、
下

呂
は
素
通
り
し
て
、
二
日
目
の
宿
場

飛
騨
高
山
に
到
着
、
市
内
見
物
を
し

て
宿
に
着
き
ま
し
た
。
許
さ
れ
た
時

間
ま
で
皆
さ
ん
の
そ
れ
ぞ
れ
十
八
番

の
隠
し
芸
等
を
見
せ
て
頂
い
て
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。
翌
朝
は
、
高
山
の

朝
市
見
物
を
し
、
高
山
を
後
に
し
、

白
川
郷
へ
と
バ
ス
は
進
み
ま
し
た
。

四
国
で
は
、
緑
深
ま
る
今
日
で
す

が
、
途
中
の
山
々
に
は
残
雪
、
又
、

白
山
国
立
公
園
の
山
々
は
、
流
石
名

の
と
お
り
真
白
で
雲
と
の
境
が
わ
か

ら
な
い
程
で
し
た
。

多
い
落
薬
樹
は

ま
だ
眠
っ
て
い
る
の
に
北
国
の
人
は

早
や
動
き
、
す
で
に
田
植
え
の
済
ん

で
い

る
処
、
盛
り
に
準
備
中
の
処
、

様
々
の
よ
う
で
す
。
雪
ど
け
の
水
か
、

川
の
水
が
き
れ
い
で
水
量
の
多
い
の

に
は
驚
き
ま
す
。
又
、
白
川
郷
の
合

掌
造
り
を
見
学
し
ま
し
た
が
、
家
の

大
ぎ
な
事
、
大
家
族
で
あ
っ
た
事
や

昔
の
生
活
状
態
、
当
時
の
生
活
の
知

恵
等
、
寒
い
国
の
地
域
性
が
表
れ
て

い
ま
す
。
暖
を
と
る
処
、
働
く
と
こ
、

又
、
暖
を
粗
末
に
し
な
い
様
二
階
三

階
四
階
ま
で
も
養
蚕
室
に
使
っ
て
い

る
等
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

三
日
目
は
、
石
川
県
山
中
温
泉
宿

研 修 旅 一丁'‘_ 
に て

で
す
。
ゆ
っ
く
り
湯
で
疲
れ
を
癒
す
。

色
々
な
思
い
出
を
後
に
し
て
四
日
目

の
朝
は
、
帰
り
風
と
な
る
。
途
中
永

平
寺
参
拝
し
心
を
新
た
に
致
し
ま
し

た
。
禅
に
明
け
て
、
禅
に
暮
れ
る
無

言
の
修
行
の
厳
粛
さ
に
は
、
自
然
に

合
掌
の
あ
い
さ
つ
に
な
る
様
で
し
た
。

其
の
日
何
千
人
い
や
何
万
人
の
参
拝

客
で
一
ぱ
い
で
し
た
。
修
行
中
の
和

尚
さ
ん
二

0
0人
は
居
ら
れ
る
と
の

事
で
し
た
。
そ
の
食
事
を
作
る
人
、

運
ぶ
人
、
走
っ
て
の
行
動
の
よ
う
で

し
た
。
添
乗
員
さ
ん
も
二
度
三
度
と

行
ぎ
戻
り
し
て
は
人
員
の
把
握
に
懸

命
、
感
謝
を
致
し
て
お
り
ま
す
。

寄
る
店
ご
と
に
一
品
二
品
と
買
っ

た
土
産
品
を
満
載
し
て
、
バ
ス
は
大

阪
空
港
へ
そ
し
て
松
山
ヘ
一
飛
び
で

し
た
。矢

張
り
四
国
が
い
い
な
あ
と
言
い

な
が
ら
、
迎
え
の
車
に
乗
り
帰
宅
致

し
ま
し
た
。

久

保

今

宮

忠

雄

さ

ん

参
加
下
さ
っ
た
御
一
行
様
、
四
日

間
で
得
ま
し
た
な
ご
や
か
な
雰
囲
気
、

融
和
こ
そ
明
日
へ
の
ス
タ
ミ
ナ
で
あ

り
福
祉
活
動
へ
の
勇
気
づ
け
に
な
り

ま
す
事
を
信
じ
ま
す
。

四
月
五
日
午
前
十
時
よ
り
肱
川
町

基
幹
集
落
セ
ソ
タ
ー
に
お
い
て
、
肱

川
町
長
さ
ん
、
町
議
会
議
長
さ
ん
、

そ
の
他
多
数
の
来
賓
の
参
列
の
も
と

で
平
成
三
年
度
の
定
期
総
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

国
際
障
害
者
年
の
テ
ー
マ
で
も
あ

る
「
完
全
参
加
と
平
等
」
の
目
的
達
成

の
た
め
身
体
障
害
者
の
自
立
更
生
の

高
揚
と
相
互
の
友
情
を
強
化
す
る
と

共
に
、
福
祉
施
策
の
向
上
及
び
障
害

者
に
対
す
る
一
般
社
会
の
理
解
と
協

力
を
得
て
、
人
と
ひ
と
と
の
ふ
れ
あ

い
の
中
で
、
潤
い
と
安
ら
ぎ
に
満
ち

た
幸
せ
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

る
地
域
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
更

に
お
互
い
堅
く
手
を
と
り
あ
っ
て
明

日
へ
の
希
望
を
強
く
も
ち
強
調
と
団

結
を
培
い
福
祉
の
向
上
に
努
め
る
活

動
方
針
と
年
間
の
事
業
計
画
等
を
決

定
い
た
し
ま
し
た
。

社
協

へ
の
ご
芳
志

当
協
議
会
に
、
次
の
方
か
ら
ご
寄

付
を
頂
き
ま
し
た
。

福
祉
事
業
に
活
用
さ
れ
て
頂
ぎ
ま

す
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

こ。t
 

「
完
全
参
加
と
平
等
」
の
達
成

を
め
ざ
し
て
！

「
親
孝
行
し
て
ほ
し
い
と
き
に
、
親

が
お
り
。
」

こ
ん
な
川
柳
に
出
会
い
ま
し
た
。

つ
い
先
日
も
、
わ
が
家
の
家
庭
医

と
の
会
話
の
中
で
、
老
齢
年
金
を
受

給
し
て
い
る
人
が
、
そ
の
老
親
を
介

護
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
最
近
は
ず
い

ぶ
ん
増
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
話

題
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
も

家
庭
介
護
の
支
援
シ
ス
テ
ム
の
充
実
、

確
立
が
急
務
だ
と
痛
感
し
ま
し
た
。

一
方
、
経
済
的
に
貧
し
く
、
大
家

族
の
中
で
、
近
代
文
化
と
は
程
遠
い

環
境
で
育
っ
て
い
る
発
展
途
上
国
の

子
ど
も
達
の
目
の
方
が
、
豊
か
に
育
っ

て
い
る
わ
が
国
の
子
ど
も
た
ち
の
目

よ
り
も
、
生
ぎ
い
き
と
輝
い
て
い
る

の
は
何
故
で
し
ょ
う
か
。

高
学
歴

・
出
世
主
義
の
中
で
、
あ

り
余
る
物
に
ど
っ
ぷ
り
つ
か
っ
て
育
っ

て
い
る
子
ど
も
達
が
、
老
親
を
介
護

す
る
年
齢
と
な
っ
た
と
き
、
わ
が
国

の
在
宅
福
祉
は
ど
う
な
る
で
し
ょ
う

、。カ
民
生
委
員

・
児
童
委
員
と
し
て
、

焦
り
さ
え
感
じ
る
こ
の
こ
ろ
で
す
。

（
民
生
委
員
機
関
紙
よ
り
）

民

鏡
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去
る
四
月
二
十
八

日
、
肱
川
町
公
民
館

に
於
い
て
第
四
十
三

回
肱
川
農
協
通
常
総

会
が
開
催
さ
れ
た
。

来
賓
と
し
て
、
肱

川
町
長
大
野
和
氏
を

始
め
、
県
各
連
合
会

を
代
表
し
て
中
央
会
々

長
松
本
節
太
郎
氏
、

大
洲
農
業
改
良
普
及

所
山
中
誠
氏
よ
り
そ

れ
ぞ
れ
祝
辞
を
頂
ぎ
、

そ
の
他
来
賓
多
数
の

ご
臨
席
を
頂
い
た
。

鉾
岩
組
合
長
の
あ

肱川町公民館に於て

い
さ
つ
の
後
、
議
長
選
出
で
は
、
森

繁
夫
氏
が
選
任
さ
れ
、
議
事
録
署
名

人
に
、
本
所
地
区
松
本
金
次
郎
氏
、

宇
和
川
地
区
泉
福
男
氏
、
大
谷
地
区

冨
永
伊
佐
男
氏
、
予
子
林
地
区
山
下

道
教
氏
、
書
記
に
中
居
善
信
氏
、
西

永
善
矩
氏
の
指
名
を
行
い
議
長
席
に

つ
く
。議

事
に
う
つ
り
第
一
号
議
案
か
ら

第
十
号
議
案
ま
で
を
原
案
の
通
り
承

認
決
定
し
た
。

平
成
二
年
度
の
業
務
報
告
と
平
成

三
年
度
の
事
業
計
画
に
つ
い
て
は
、

基
本
方
針
及
び
重
点
実
施
事
項
等
で

次
の
通
り
示
さ
れ
た
。

平
成
二
年
度
は
湾
岸
情
勢
の
経
過

と
東
欧
に
お
け
る
民
主
化
運
動
の
広

が
り
な
ど
国
際
的
に
政
治
、
経
済
の

環
境
は
大
ぎ
な
、
変
動
期
を
迎
え
た
。

国
内
に
於
て
は
金
融
の
自
由
化
の
波

が
次
々
と
押
し
よ
せ
て
お
り
、
ス
ー

パ

l
M
M
C
最
低
預
入
額
が
四
月
か

ら
五
十
万
円
に
引
下
げ
が
決
定
を
し
、

牛
肉
オ
レ
ソ
ジ
も
四
月
か
ら
完
全
自

由
化
を
す
る
こ
と
に
な
り
、
更
に
米

の
市
場
開
放
圧
力
の
ほ
か
、
日
米
の

経
済
摩
擦
は
一
層
激
化
の
様
相
と
な
っ

た
。
町
内
の
農
業
生
産
に
つ
い
て
は
、

高
齢
化
と
人
手
不
足
等
農
業
生
産
の

阻
害
要
因
の
ほ
か
、
干
ば
つ
、
台
風

と
異
常
気
象
の
な
か
で
、
米
、
栗
、

野
菜
の
収
量
の
減
収
と
品
質
低
下
が

め
だ
ち
、
営
農
事
業
の
取
扱
い
高
は

酪
農
、
養
蚕
を
含
め
て
、
五
億
四
千

六
百
六
十
二
万
円
計
画
対
比
七
五
％

と
な
っ
た
。
尚
平
成
―
―
年
度
特
に
、

重
点
事
業
と
し
て
取
り
組
み
を
し
た

資
金
力
の
増
強
に
つ
い
て
は
、
期
末

貯
金
高
四
十
一
億
三
千
三
百
六
十
八

万
円
計
画
対
比
九
八
％
各
種
年
金
の

農
協
指
定
五
百
五
十
五
件
と
拡
大
を

し
た
。

共
済
事
業
に
つ
い
て
は
、
長
期
共

済
新
契
二
十
七
億
五
千
万
円
、
保
有

保
障
額
三
百
三
十
四
億
一
千
万
二
戸

当
り
―
―
―
千
四
百
三
十
万
円
計
画
対
比

九
九
％
。

購
買
事
業
に
つ
い
て
は
、
生
産
、

生
活
資
材
取
扱
高
四
億
五
万
円
。

業

務

I
報

告

基

本

方

針

又
、
く
り
園
の
若
返
り
対
策
間
縮

伐
の
計
画
に
つ
い
て
は
、
三
年
計
画

三

ohaの
内

‘-oha実
施
し
た
。

キ
ュ
ウ
リ
の
一
億
計
画
は
災
害
の
年

と
な
り
、
七
千
六
百
八
十
一
万
円
と

未
逹
と
な
っ
た
。

施
設
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
環
境

整
備
、
土
作
り
対
策
、
大
谷
地
区
堆

肥
施
設
は
、
三
月
末
完
成
を
見
た
。

野
菜
の
流
通
対
策
冷
蔵
庫
の
設
置
、

大
谷
地
区
2
基
宇
和
川
地
区
2
基
を

設
置
し
た
。

大
谷
事
業
所
給
油
施
設
キ
ュ
ウ
ピ
ッ

ト
更
新
2
基
増
設
1
基
（
軽
油
）
施
設

を
し
た
。

そ
の
ほ
か
各
事
業
に
つ
い
て
組
合

員
各
位
の
ご
協
力
と
関
係
機
関
の
ご

指
導
を
得
て
、
計
画
達
成
に
努
力
を

し
た
。以

上
各
事
業
に
つ
い
て
報
告
い
た

し
ま
す
。

平
成
三
年
度
事
業
計
画

政
治
経
済
の
国
際
環
境
が
大
き
く

変
化
す
る
な
か
で
依
然
と
し
て
新
た

な
経
済
摩
擦
が
あ
と
を
た
た
な
い
。

ま
た
米
市
場
開
放
要
求
と
乳
製
品
で

ん
ぷ
ん
（
輸
入
制
限
品
目
）
の

2
国
間

協
議
が
行
わ
れ
る
ほ
か
四
月
か
ら
の

牛
肉
、
オ
レ
ソ
ジ
の
完
全
自
由
化
の

実
施
、
金
利
の
自
由
化
も
加
速
を
し
、

我
が
国
の
経
済
は
極
め
て
流
動
的
な

推
移
と
な
る
と
思
わ
れ
る
。
農
業
に

お
い
て
も
産
地
間
の
競
争
と
高
齢
化
、

人
手
不
足
な
ど
農
業
生
産
の
阻
害
要

因
も
多
い
が
各
部
会
の
活
性
化
に
努

め
、
土
作
り
を
基
本
と
し
て
高
品
質

低
コ
ス
ト
生
産
、
銘
柄
産
地
作
り
に

一
層
の
努
力
を
す
る
。
又
農
協
運
営

に
つ
い
て
も
金
融
の
自
由
化
の
影
響

に
よ
る
ぎ
び
し
さ
が
あ
る
が
地
域
の

金
融
機
関
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す

べ
く
、
機
能
の
充
実
を
図
り
資
金
力

の
増
強
、
適
正
融
資
に
努
め
る
と
と

も
に
、
生
涯
保
障
、
生
活
活
動
の
充

実
の
ほ
か
各
事
業
の
積
極
的
な
推
進

と
経
営
の
合
理
化
、
財
務
の
健
全
化

に
努
力
を
す
る
。

一
、
高
能
率
生
産
体
制
整
備
事
業

刀
根
柿
脱
渋
施
設
梱
包
機
械

一
一
連
式
選
果
機
刀
根
柿
、
キ
ウ

イ
フ
ル
ー
ッ
兼
用

事

業

費

九

百

七

十

五

万

円

補

助
（
県

・
町
）
約
五
八
％

二
、
グ
リ
ー
ン
ト
ピ
ア
構
想
事
業

肱
川
流
域
情
報
機
器
設
置

平
成
三
年
度
負
担
金

百
三
十
八
万
二
千
円

（
平
成
四
年
度
負
担
金
七
十
六
万
五

千
円
）

三
、
栗
生
産
団
地
推
進
事
業

高
品
質
生
産
モ
デ
ル
事
業
（
問
縮

伐
高
接
新
モ
デ
ル
圏
）

事

業

費

百

五

万

四

千

円

町

補

助
三
分
一
要
請

四
、
野
菜
花
き
銘
柄
産
地
育
成
事
業

重

点

、
実
、施

事

項
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共済掛金

払込をお

の

忘 れな ＜
 〔払込期 日の翌日から年払・・・ 2か月間

月払::翌月末日 J

共済掛金は払込期日ま でに払い込んで下さい。払い込

みがないまま猶予期間が経過すると共済契約は自動的

に失効となります。もちろん、万ーの場合等には共済

金がお支払できません。

そこで

安心 ・便利 ・簡単な共済掛金の自動振替制度をご利用

くださし、

詳しくは窓口にお問い合わせ下さい。

肱川農業共同組合共済課

（
キ
ュ
ウ
リ
）

ハ
ウ
ス
、
か
ん
水
施
設

事

業

費

一

千

四

百

万

円

県

・

町

補

助

約

五

三
・
六
％

要
請

五
、
畜
産
環
境
対
策
事
業

発
酵
処
理
堆
肥
施
設
に
よ
る
上
質

堆
肥
の
生
産
に
努
め
る
。

六、

農
畜
産
物
の
品
質
の
向
上
と
生

産
拡
大
銘
柄
産
地
作
り
に
一
層
の

努
力
を
す
る
。

七
。
資
金
力
の
増
強
期
末
貯
金
六
％

の
伸
長
四
十
五
億
九
百
四
十
一

万
円
に
す
る
。

八
、
生
涯
保
障
災
害
保
障
の
確
立
長

期
共
済
新
契
約
―
―
十
七
億
五
千
万

円
を
目
標
と
す
る
。

九、

L

P
ガ
ス
の
安
全
化
の
確
立

マ
イ
コ
ソ

メ
ー
タ
ー
の
普
及
推
進

平
成
三
年
度
二
百
戸
を

設
置
目
標
と
し
て
平
成
五

年
に
全
戸
設
置
を
め
ざ
し

て
推
進
す
る
。

一
、
受
付
期
問

①
個
人
住
宅
建
設
・
建
売
住
宅
購

入平
成
三
年
四
月
二
十
二
日
（
月
）

か
ら
平
成
三
年
六
月
十
一
日
（
火
）

ま
で

②
中
古
住
宅
購
入

・
住
宅
改
良

平
成
三
年
四
月
二
十
二
日
（
月
）

か
ら
平
成
四
年
三
月
十
九
日
（
木
）

ま
で

二
、
融
資
限
度
額

③
個
人
住
宅
建
設

・
建
売
住
宅

・

中
古
住
宅
購
入

取
得
さ
れ
る
住
宅
の
住
宅
の
面

積
や
地
域
、
申
込
日
以
前
一
年
間

に
お
住
ま
い
の
住
宅
の
種
類
に
よ
っ

て
変
わ
っ
て
き
ま
す
が
、
住
宅
基

本
融
資
額
と
土
地
融
資
額
の
合
計

で
、
最
高
一
千
七
百
九
十
万
円
の

融
資
が
可
能
で
す
。

こ
の
他
、
住
宅
の
床
面
積
、
土

地
の
敷
地
面
積
等
に
よ
り
最
高
九

百
五
十
万
円
の
特
別
加
算
額
の
融

資
が
利
用
で
き
ま
す
。

④
住
宅
改
良

工
事
費
の
八
割
以
内
で
最
高
四

百
九
十
万
円
で
す
。

こ
の
他
、
最
高
百
万
円
の
特
別

加
算
額
の
融
資
が
利
用
で
き
ま
す
。

＿
二
、
金
利
（
年
）

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
、
「
住
宅
金

融
公
庫
四
国
支
店
」

(
T
E
L
O
八
七

①
個
人
住
宅
建
設
・
建
売
住
宅
購

入
：
．
当
初
十
年
間
年
五
•
五

％
、
十
一
年
目
以
降
年
六

．

七
％

②
中
古
住
宅
購
入
…
当
初
十
年
間

年
六

・
一
五
％
、
十
一
年
以

降

年

六

・
七
％

③
住
宅
改
良
：
・当
初
十
年
間
年

六

・
O
%、
十
一
年
以
降
年

六
・
七
％

※
床
面
積
、
申
込
人
の
年
収
、
購
入

価
額
に
よ
り
異
な
り
ま
す
が
、
基

準
金
利
は
上
記
の
と
お
り
で
す
。

※
特
別
加
算
額
の
融
資
は
、
当
初

よ
り
年
六

・
八
％
で
す
。

四
、
返
済
期
間

①
個
人
住
宅
建
設
・
建
売
住
宅
購

入
※
二
十
五
年
（
木
造
）

t
＝-+

五
年
（
耐
火
）

②
中
古
住
宅
購
入
・
住
宅
改
良
…

最
長
二
十
年

五
、
返
済
方
法

元
利
均
等
返
済
か
元
金
均
等
返
済

の
い
ず
れ
か
を
選
択
で
き
ま
す
。

六
、
受
付
場
所

「
住
宅
金
融
公
庫
業
務
取
扱
店
」
と

表
示
し
た
金
融
機
関
で
す
。

八
ー
ニ
五
ー
〇
五
―

-
）
ま
た
「
住
宅

金
融
公
庫
業
務
取
扱
店
」

．
肱
川
農

協
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

住
宅
金
融
公
庫

学
国
呂
毎

B

辺
]
国
国
人
固
妙
国
国
函

OO国
因
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l 肱川土場木材相場表
第 回 平 成 3年 4月17日 1・ゞ：肱］［l岡ぽ策 ー合乾椎茸相埴環ミ．l

！ 
県森連市より （単位m'当り ：円） 1. 市売日...乎成 3年 4月23日
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i I Iii~上国 25,200 -44,600 -24叩上 22,000 パリ材 中心．，ゥ．ス： 5，420 9 ·,•小？ゞ レ 2, 710 9 
！ 

i l8 Crn上21,100 43,800 -30⑩上 （松・杉・桧） 小ウス 4, 290 8 変 形9・：
t 

t 7cm下 本 100本 一 本 100本ー 末口 3~6cm 11 
4, 120 ! 

t 2 m 8 cm上 本 160 本 一本 160 ー 長さ 2m ジャミウス 3, 380 6 色落ウズ 3, 450 3 ! 

! 16 cm上 12,ooo I ・ -I 22, ooo I -I~叩上 82 冬 大 8, 490 0'，、色 悪 2, 250 11 ! 
3 0 cm上 30an上

t 
松バリ材

13cm上（二）26,soo I I 76, 100 
冬 ，；・中 7, 290 0 黒 ・子 630 5 t 

6 m l6~22cm t 18cm上元 22500 72,000 3 m 74円 冬 小 5, 590 0 その他 ー一
t 

t 、、aal3cm上づ 4m  84円 t 
! ‘l3cm上 188 000 1概 要 市況は全般に強い。特に香信系、どんこ系などは大幅な価格 t 
し鰤桧枝打材高値て取引。一般材弱含み横這い。 上昇となってきた。低級品主体の市場てあったが低級品は保 t 

松保合
合で推移した。
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最
近
、
複
層
林
（

二
段

林
）
が
各
地
に
造
成
さ
れ

て
い
ま
す
。
複
層
林
の
利

点
、
欠
点
に
つ
い
て
は
施

業
を
含
め
た
経
営
・
環
境

保
全
等
の
面
か
ら
研
究
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま

だ
分
か
ら
な
い
点
も
多
い

の
が
現
状
で
す
。

複
層
林
は
、
一
般
に
一

斉
林
を
間
伐
し
て
林
内
を

明
る
く
し
た
後
、
下
木
を

植
栽
し
て
造
成
さ
れ
ま
す
。

こ
の
時
点
で
間
伐
さ
れ
ず

に
残
っ
た
木
が
上
木
に
な

る
わ
け
で
す
。
も
ち
ろ
ん

上
木
は
生
長
し
て
い
る
の

で
、
枝
葉
の
増
加
と
と
も

に
林
内
は
暗
く
な
っ
て
い

き
ま
す
。

下
木
を
健
全
に
成
長
さ

せ
る
た
め
に
は
、
下
木
の

一
年
間
の
伸
長
量
が

二
十

em
程
度
は
欲
し
い
も
の
で

す
。
こ
の
以
下
の
伸
長
量

だ
と
幹
曲
が
り
が
生
じ
ゃ

す
く
な
る
か
ら
で
す
。
下

木
が

二
十
Cm

成
長
す
る
た

め
に
は
、
林
内
相
対
照
度

二

0
％
程
度
必
要
と
な
り

ま
す
。
林
内
の
明
る
さ
が

こ
れ
よ
り
低
く
な
る
と
、

林
内
を
明
る
く
す
る
た
め

上
木
の
間
伐
か
枝
打
ち
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

一
、
良
質
材
生
産
に
つ
な
が
る
か
？

幹
に
接
し
て
枝
打
ち
し
た
場
合
で
も
、

枝
隆
や
樹
皮
等
あ
る
た
め
幹
よ
り
外
側

に
枝
が
残
り
ま
す
。
こ
の
残
っ
た
長
さ

を
残
枝
長
と
い
い
ま
す
。
残
枝
長
と
枝

直
径
の
関
係
は
、
枝
直
径
が
大
き
く
な

る
に
し
た
が
い
残
枝
長
も
大
き
く
な
り

ま
す
。例

え
ば
残
枝
長
が

三

cm
あ
る
と
い
う

こ
と
は
、
枝
打
ち
さ
れ
た
箇
所
の
幹
直

径
成
長
量
が
六

cm
ま
で
は
無
節
材
が
生

産
さ
れ
な
く
、
そ
れ
よ
り
大
き
く
な
っ

た
部
分
で
無
節
材
が
生
産
さ
れ
る
こ
と

で
す
。
だ
か
ら
枝
打
ち
箇
所
の
一
年
間

の
直
径
成
長
量
が
仮
に
五

cm
あ
れ
ば
枝

打
ち
後
十

二
年
問
は
無
節
材
の
生
産
が

で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
無
節
で
あ
っ

て
も
年
輪
の
走
向
の
乱
れ
が
長
い
間
続

く
の
で
、
本
当
の
良
質
材
と
は
な
り
ま

せ
ん
。
苦
労
し
て
枝
打
ち
す
る
割
り
に

良
質
材
を
生
産
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ

る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

二
、
劣
悪
材
生
産
に
つ
な
が
る
か
？

枝
打
ち
に
よ
り
幹
に
変
色
を
発
生
さ

せ
る
幹
の
傷
は
、
次
の

三
つ
に
分
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
材
部
の
傷
：
．
幹
自
体
に
傷
を
つ
け
る

こ
と
で
、
枝
根
元
の
ふ

く
ら
み
（
枝

隆
部
）
も
幹
と
考
え
、
こ
の
傷
も
含

め
ま
す
。

②
樹
皮
剥
離
…
枝
隆
部
ま
た
は
樹
皮
が

は
げ
る
こ
と
に
よ
る
傷
で
す
。

③
残
枝
割
れ
：

・1
残
枝
が
割
れ
た
り
す

る
こ
と
に
伴
う
幹
材
部
や
枝
隆
部
の

傷
で
す
。

こ
れ
ら
の
傷
の
う
ち
、
①
と
②
は
そ

れ
を
原
因
と
し
て
必
ず
変
色
を
生
じ
ま

す
。
③
は
幹
の
組
織
に
傷
が
入
っ
て
い

な
い
場
合
も
あ
り
、
変
色
の
発
生
し
な

い
も
の
も
み
ら
れ
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
通

常
の
枝
打
ち
に
つ
い
て
も
同
様
で
す
の

で
、
下
手
な
枝
打
ち
で
『
ボ
タ
ソ
材
生

産
』
を
す
る
こ
と
は
し
な
い
で
く
だ
さ

、o
し

上
木
の
枝
打
ち
の
場
合
は
、
ナ
タ
、

オ
ノ
、
ノ
コ
ギ
リ
の
い
ず
れ
の
枝
打
ち

器
具
で
も
変
色
が
多
く
発
生
し
て
い
ま

し
た
。
枝
直
径
が
大
ぎ
く
な
る
と
枝
隆

も
大
き
く
な
る
し
、
傷
が
付
ぎ
や
す
い

と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
上
木
は
、
枝
打

ち
か
ら
巻
き
込
み
ま
で
に
長
い
期
間
を

必
要
と
す
る
た
め
、
そ
の
間
に
腐
朽
菌

も
入
り
易
く
な
っ
て
い
る
と
も
思
わ
れ

ま
す
。

枝
打
ち
が
悪
い
と
は
言
い
ま
せ
ん
が
、

枝
の
大
き
な
上
木
を
枝
打
ち
す
る
こ
と

は
、
良
質
材
の
生
産
に
つ
な
が
り
に
く

く
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
劣
悪
材
を
生

産
す
る
可
能
性
が
大
き
い
と
い
え
ま
す
。

三
、
複
層
林
で
の
光
環
境
の
改
善

複
層
林
の
光
環
境
の
改
善
は
、
枝
打

ち
で
行
う
よ
り
上
木
の
本
数
調
整
で
行
っ

た
方
が
良
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
な
ん
で

あ
れ
、
枝
打
ち
と
い
う
大
き
な
労
力
と

投
資
で
、
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
こ
と

だ
け
は
避
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

林

改

渡

邊
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き
ゅ
う
り
の
仕
立
て

ぎ
ゅ
う
り
の
雌
花
は
低
温

・
短
日

期
の
栽
培
で
多
く
、
高
温
・
長
日
期

の
栽
培
で
は
少
な
く
な
り
ま
す
。

ま
た
同
じ
栽
培
型
で
あ
っ
て
も
、

草
勢
が
弱
い
と
雌
花
が
多
く
、
強
け

れ
ば
少
な
く
な
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
不
思
議
な
こ
と
で
す
が
、

雌
花
の
付
ぎ
に
く
い
よ
う
な
条
件
の

栽
培
で
あ
っ
て
も
子
づ
る
や
孫
づ
る

の
第
一
節
目
に
は
雌
花
が
良
く
付
い

て
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
き
ゅ
う
り
の
着
果
特

性
を
夏
秋
型
の
栽
培
で
、
う
ま
く
生

か
し
て
い
る
の
が
図
ー
に
示
し
た
よ

う
な
摘
芯
仕
立
て
の
方
法
で
す
。

と

引

子
芯

。

は

一

則

問

節

～

の

摘

任

る

原

。
は

1
ー

）

雌
去

節

と

除

さ
す

る

放

合

る

る

。

6
る
こ

位

節

放

づ

。

は
任
え

づ

て

み

。

づ

づ

芯

l

つ

卸

節

ー

は

子

芯

臼
[
[
孫
し
込
＜
〗
〗
~
宣

下

摘

2

二
こ
の
仕
立
て
方
法
で
は
子
づ
る
や

孫
づ
る
を
続
々
と
発
生
さ
せ
て
摘
芯

作
業
を
繰
り
返
し
て
い
き
ま
す
。

子
づ
る
や
孫
づ
る
の
発
生
が
旺
盛

で
あ
れ
ば
、
き
ゅ
う
り
の
成
り
節
を

数
多
く
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

当
然
な
が
ら
き
ゅ
う
り
の
収
量
も
多

く
な
り
ま
す
。

図 1 夏秋きゅうりの摘芯仕立て

E 区

一
方
、
つ
る
の
伸
び
が
弱
く
て
発

生
が
少
な
く
な
れ
ば
、
摘
芯
作
業
も

控
え
目
に
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

ぎ
ゅ
う
り
の
草
勢
が
弱
っ
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
摘
芯
を
続
け
て
、
新

芽
を
摘
み
取
っ
て
し
ま
え
ば
、
草
勢

は
増
々
弱
っ
て
短
期
間
の
内
に
栽
培

が
続

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

ぎ
ゅ
う
り
の
生
育
を
良
く
観
察
し

な
が
ら
摘
芯
作
業
を
行
っ
て
下
さ
い
。

◎
病
害
虫
防
除

田
植
え
当
日
に
、
イ
ネ
ミ
ズ
ゾ
ウ

ム
シ
と
葉
イ

モ
チ
病
の
防
除
を
目
的

と
し
て
、
ビ

ー
ム
ア
ド
バ
ソ

テ
ー
ジ

粒
剤
を
一
箱
当
り
五

0
g散
布
し
て

下
さ
い
。
そ
の
時
に
露
を
払
っ
た
後
、

均
一
に
散
布
し
て
、
軽
く
か
ん
水
し

て
下
さ
い
。

ま
た
、
本
田
で
の
イ
ネ
ミ
ズ
ゾ
ウ

ム
シ
の
防
除
は
、
シ
ク
ロ
サ
ー
ル

U

粒
剤
を
一

0
g当
り
一

・
五
kg
散
布

し
て
、
三
ー
四
日
は
水
を
動
か
さ
な

い
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。
た
だ
し
、

シ
ク

ロ
サ
ー
ル

U
粒
剤
は
蚕
毒
に
注

意
し
て
下
さ
い
。

ウ
ソ
カ
・
ヨ
コ
バ
イ
が
発
生
し
た

時
に
は
、
カ
ヤ
フ
ォ
ス
ナ
ッ
ク
粒
剤

D
L
を
一

0
a
当
り
三
ー
四
Cm

散
布

し
て
下
さ
い
。

◎
雑
草
防
除

除
草
剤
に
よ
っ
て
、
処
理
し
た
時

園
＠
霙

の
気
温
等
に
よ
っ
て
薬
害
の
出
方
に

差
が
あ
る
の
で
、
各
除
草
剤
の
特
性

を
知
っ
て
、
適
正
な
使
用
を
し
て
下

さ
い
。
ま
た
、
処
理
す
る
時
の
水
管

理
も
除
草
剤
の
種
類
に
よ
っ
て
異
な

り
ま
す
。
必
ず
使
用
前
の
使
用
方
法

と
注
意
書
を
よ
く
読
ん
で
か
ら
使
用

し
て
下
さ
い
。

0

キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ

一

、

摘

果

開
花
直
後
で
き
る
だ
け
早
く
、
不

結
実
果
、
奇
形
果
、
変
形
果
等
か
ら

摘
果
し
、

一
2m
当
り
二
十
五
ー
三
十

果
程
度
に
適
果
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

長
果
枝
で
は
三
ー
四
個
、
中
果
枝
二

個
、
短
果
枝
一
個
程
度
に
し
ま
し
ょ

う。0
ゆ

ず

一
、
夏
肥
施
用

夏
肥
は
梅
雨
明
け
前
で
、
生
理
落

果
が
終
わ
っ
て
か
ら
施
用
し
ま
し

ょ

う。二
、
黒
点
病
防
除

M
ダ
イ
フ
ァ
ー
水
和
剤
六
百
倍
を

散
布
す
る
。
雨
の
多
い
時
期
は
雨
量

に
よ
っ
て
防
除
を
早
め
る
。
ま
た
耕

種
的
防
除
と
し
て
、
せ
ん
定
枝
、
枯

れ
枝
の
除
去
、
周
囲
環
境
の
整
理
な

ど
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

0

く

り

一
、
ク
リ
イ
ガ
ア
ブ
ラ
ム
シ

ク
リ
イ
ガ
ア
ブ
ラ
ム
シ
の
防
除
と

し
て
、
六
月
下
旬
頃
に
エ
ル
サ
ソ
粉

剤
で
第
一
回
目
の
防
除
を
行
い
ま
し
ょ

一
、
イ
チ
ビ
対
策

最
近
肱
川
で
、
大
発
生
し
て
い
る

雑
草
に
イ
チ
ビ
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
大
き
く
な
る
と
、
除
草
効
果
が
劣

る
の
で
、
次
の
方
法
で
防
除
し
て
下

さ
い
。

・
士
壌
処
理
と
し
て
ラ
ッ
ソ
ー
乳
剤

と
ゲ
サ
プ
リ
ム
水
和
剤
の
混
合
散
布

を
行
う
。
次
に
、
イ
チ
ビ
四
葉
期
に

ア
ク
チ
ノ
ー
ル
乳
剤
（
百
ミ
リ
リ
ッ

ト
ル
）
又
は
バ
サ
グ
ラ
ソ
液
剤
（
六
十

？
百
二
十
ミ
リ
リ

ッ
ト
ル
）
で
防
除

す
る
。

二
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
栽
培
•
利
用
の

ポ
イ
ン
ト

①
砕
土

・
整
地
を
て
い
ね
い
に

②
肥
料
ヤ
ケ
の
防
止
：
．
種
子
と
肥

料
は
三
ー
五

cm
離
れ
る
よ
う
に

③
鳥
害
の
防
止
…
早
ま
き
に
努
め

鎮
圧
を
行
う
。
播
種
深
度
を
五

cm
程
度
と
深
め
に
す
る
の
も
有

効
。
キ
ヒ
ゲ
ソ
セ
ッ
ト
の
使
用

や
ア
ソ
レ
ス
の
種
子
粉
衣
（
種

子
重
量
の

0
．
五
％
）
を
行
う
。

④
欠
株
が
生
じ
た
ら
…
一
ー
ニ
菓

期
な
ら
直
ち
に
追
播
を
、
三
ー
四
葉

期
な
ら
ビ
ッ
グ
シ
ュ
ガ
ー
ソ
ル
ゴ
ー

を
三
ー
四
粒
／

一
株
追
播
す
る
。

⑤
虫
害
の
防
止
・
・
・
ハ
リ
ガ
ネ
ム
シ
・

タ
ネ
バ

工
に
は
ダ
イ
ア
ジ
ノ
ソ
粒
剤
。

ネ
キ
リ
ム
シ
に
は
ネ
キ
リ
ト
ソ
（
ニ

ern/
-
0
a
)
を
。
ア
ワ
ヨ
ト
ウ
に

は
デ
ィ
プ
テ
レ
ッ
ク
ス
粉
剤
散
布

（
菓
面
及
び
株
元
に
散
布
）
を
行
う
。

う゚

6
月
3
日
（
月
）
大
屋
敷
・
大
平

6
月
5
日
（
水
）
上
石
丸
・
師
走
野

下
小
藪

・
中
野

6

月
7

日
（
金
）
藤
野
原
•

町
・
瓜
生
谷

6
月
10
日
（
月
）
八
重
栗
・
上
森
山

・

大
成
・
正
山

6
月
12
日
（
水
）
久
保

・
広
常
の
一
部

6
月
15
日
（
土
）
嵯
峨
谷

・
見
の
越
・

月
野
尾

・
京
造

6
月
18
日
（
火
）
広
常

・
影
地

6
月
19
日
（
水
）
中
津

・
小
倉

6
月
20
日
（
木
）
森

・
肱
栄

・
硯

・
久
下

樋
野
ロ

・
上
汗
生

6
月
22
日
（
土
）
白
石

・
上
小
藪

．

中
小
藪

6
月
25
日
（
火
）
中
居
谷
・
正
山

・
嘉
城

共
栄
・
道
野
尾

・
赤
岩

下
汗
生

6
月
27
日
（
木
）
大
駄
場
・
柳
・
郷

6
月
28
日
（
金
）
全
敷
水

・
菟
野
尾

L
P
G
配
達
予
定
日

6
月
7
日
（
金
）
大
谷
方
面

6
月
14
日
（
金
）
月
野
尾

・
小
藪
方
面

6
月
21
日
（
金
）
宇
和
川
方
面

6
月
28
日
（
金
）
予
子
林
方
面

6
月
醤
油
配
達
予
定
表

6
月
4
日
（
火
）
宇
和
JI
北
方
面

6
月
5
日
（
水
）
岩
谷
方
面

6
月
6
日
（
木
）
宇
和
川
南
方
面

6
月
11
日
（
火
）
月
野
尾

・
小
藪
方
面

6
月
1
2
日
（
水
）
中
津
・
予
子
林
方
面

6
月
13
日
（
木
）
大
谷
方
面

6
月
18
日
（
火
）
宇
和
川
北
方
面

6
月
19日
（
水
）
岩
谷
方
面

6
月
20
日
（
木
）
宇
和
川
南
方
面

6
月
25
日
（
火
）
月
野
尾

・
小
藪
方
面

6
月
26
日
（
水
）
中
津
・
予
子
林
方
面

6
月
27
日
（
木
）
大
谷
方
面
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か
お
る
文
化
、
健
や
か
な
生
活

花
咲
く
町
を

平
成
三
年
度
公
民
館
活
動
方
針

公
民
館
で
は
、
平
成
三
年
度
の
活
動
方
針
を
次
の
と
お
り
策
定
し
ま
し
た
。

公
民
館
が
も
つ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
学
習
セ
ン
タ
ー
、
情
報
セ
ン
タ
ー

と
し
て
の
機
能
が
充
分
に
発
揮
さ
れ
る
よ
う
、
施
設
・
設
備
の
整
備
、
活
動
内
容

の
充
実
に
努
め
ま
す
。

公
民
館
計
画
の
学
習
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
等
の
各
事
業
に
積
極
的
に
ご
参
加
＜

だ
さ
る
よ
う
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

◎
基
本
方
針

生
涯
学
習
の
手
助
け
を
す
る
中
核
的

施
設
と
し
て
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、

誰
と
で
も
を
原
則
に
、
み
ん
な
が
自
主

的
に
活
動
で
き
る
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て

の
公
民
館
活
動
を
展
開
し
ま
す
。

0

地
域
ぐ
る
み
で
青
少
年
の
健
全
育
成

に
つ
と
め
よ
う
。

0

地
域
の
豊
か
な
文
化
を
育
て
よ
う
。

0

み
ん
な
が
参
加
す
る
ス
ポ
ー
ツ
の
振

興
に
つ
と
め
よ
う
。

0

お
互
い
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
町
づ

く
り
を
し
よ
う
。

◎
重
点
目
標

0

施
設
の
充
実

み
ん
な
の
集
い
の
場
（
茶
の
間
）
と
し

て
施
設
・
設
備
の
充
実
を
は
か
り
ま
す
。

•
生
涯
学
習
情
報
シ
ス
テ
ム
の
活
用

・
図
書
・
教
材
等
の
整
備

0

幼
児
教
育

幼
児
期
に
お
け
る
お
話
や
読
み
聞
か

せ
読
書
は
、
読
書
習
慣
の
基
礎
固
め
と

し
て
、
と
て
も
大
切
で
す
。

人
間
形
成
の
基
礎
事
業
ど
し
て
読
書

に
よ
る
幼
児
教
育
を
す
す
め
ま
す
。

、
お
話
文
庫

・
親
子
文
庫

0

少
年
教
育

子
供
会
活
動
や
少
年
団
体
活
動
な
ど

集
団
活
動
を
と
お
し
て
、
役
割
分
担
．

協
同
意
識
を
育
て
、
自
主
性
、
協
調
性

を
高
め
、
た
く
ま
し
い
「
肱
川
っ
子
」
を

育
て
ま
す
。

・
わ
ん
ば
く
学
級
・
緑
の
少
年
隊

・
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

・
少
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

・
健
康
マ
ラ
ソ
ン
・
児
童
文
庫

0

青
年
の
学
習

ふ
る
さ
と
意
識
を
高
め
、
二
十
一
世

紀
を
担
う
実
践
力
を
持
つ
青
年
と
し
て

教
養
を
深
め
、
社
会
的
役
割
と
責
任
を

自
覚
す
る
青
年
の
育
成
を
は
か
り
ま
す
。

•
青
年
団
体
交
流
・
青
年
団
育
成

0

成
人
の
学
習

自
主
創
造
の
意
欲
を
お
こ
し
、
生
活

の
質
を
高
め
、
精
神
的
な
豊
か
さ
を
創

造
す
る
た
め
、
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り

を
め
ざ
す
成
人
の
学
習
を
推
進
し
ま
す
。

・
有
機
農
業
教
室
•
愛
護
班
活
動

・
部
落
文
庫
・
企
業
文
庫

・
分
館
文
庫

・
公
民
館
活
動
の
推
進

0

婦
人
の
学
習

健
全
な
家
庭
づ
く
り
と
地
域
に
お
け

る
婦
人
の
役
割
を
正
し
く
認
識
し
、
教

養
を
高
め
、
輝
ぎ
の
あ
る
婦
人
の
育
成

を
め
ざ
し
ま
す
。

・
婦
人
教
室
•
読
書
グ
ルー
プ

・
家
庭
文
庫
・
婦
人
会
育
成

0

高
齢
者
の
学
習

自
己
の
健
康
を
維
持
し
、
地
域
に
お

け
る
役
割
を
自
覚
し
、
社
会
の
変
化
に

対
応
で
ぎ
、
心
豊
か
な
生
活
を
営
む
た

め
の
学
習
活
動
を
す
す
め
ま
す
。

•
お
四
国
学
級
・
老
人
大
学

・
文
化
財
め
ぐ
り
・
創
作
館
活
動

・
ク
ロ
ッ
ケ
ー
大
会

0

同
和
教
育

す
べ
て
の
住
民
の
人
権
が
尊
重
さ
れ

る
よ
う
に
、
学
校
・
企
業
・
各
種
団
体

の
つ
な
が
り
を
強
め
、

二
十
一
世
紀
に

向
げ
て
の
明
る
い
同
和
教
育
を
推
進
し

ま
す
。

・
熱
ぎ
風

心
を
開
く
人
権
集
会

・
校
区
別
同
和
教
育
懇
談
会

・
同
和
問
題
懇
談
会
・
企
業
、
各
種
団

体
の
同
和
教
育
・
役
場
職
員
の
同
和

教
育
・
同
和
教
育
講
座

・
子
供
会
育
成
事
業

〇
視
聴
覚
教
育

・
視
聴
覚
セ
ソ
タ
ー
の
教
材
利
用

・
映
画
会
・
教
育
番
組
の
録
画
と
活
用

0

文
化
活
動

文
化
の
香
る
町
を
め
ざ
し
て
、
地
域

文
化
の
創
造
、
伝
統
文
化
の
保
存
・
継

承
、
地
域
に
ね
む
っ
て
い
る
文
化
芸
能

の
掘
り
お
こ
し
を
進
め
ま
す
。

・
文
化
サ
ー
ク
ル
の
育
成
・
文
化
講
油

会
・
文
化
芸
能
発
表
会

0

文
化
財
の
保
護
と
活
用

ふ
る
さ
と
の
自
然
、
歴
史
、
民
俗
、

芸
能
等
に
つ
い
て
理
解
と
認
識
を
深
め

て
ゆ
ぎ
ま
す
。

・
大
谷
文
楽
公
油
・
鎮
縄
神
楽
公
痰
．

指
定
物
件
候
補
の
調
査
研
究
・
城
跡

標
柱
設
置

0

展
示
広
報
活
動

・
公
民
館
報
の
毎
月
発
行

・
館
内
展
示
活
動
の
充
実

0

社
会
体
育

自
ら
の
健
康
づ
く
り
の
た
め
に
、
進

ん
で
参
加
す
る
社
会
体
育
の
推
進
。

•
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
の
育
成
と
組
織
化
・
健
康
づ
く

り
・
体
力
づ
く
り
の
啓
発
・
軽
ス
ポ
ー

ツ
の
普
及
・
高
齢
者
体
育
の
推
進

（
次
頁
の
社
会
体
育
年
間
計
画
参
照
）

0

各
機
関

・
団
体
と
の
連
携

・
各
事
業
の
共
催
・
情
報
の
収
集

0

生
活
運
動
の
推
進

各
機
関
・
団
体
と
の
連
携
に
よ
り
生

活
改
善
運
動
を
推
進
し
ま
す
。

．
冠
婚
葬
祭
を
中
心
と
す
る
生
活
改
善

運
動
・
会
議
中
の
禁
煙
運
動
•
あ
い

さ
っ
運
動

0

花
い
っ
ぱ
い
運
動
の
展
開

町
内
各
機
関
・
団
体
・
個
人
に
働
き

か
け
、
風
お
こ
し
運
動
の
一
環
と
し
て

肱
川
町
を
花
い
っ
ぱ
い
に
す
る
運
動
を

す
す
め
ま
す
。

・

む

か

し

む

か

し

、

あ

る

所

に

．
 

．
 
~
目
の
悪
い
お
ば
あ
さ
ん
が
あ
り

．
 

ま
し
た
。

．
 

．
 

．
 

．
 

．
 

~
お
ば
あ
さ
ん
は
、
毎

日
毎
日

．
 

．
 
~
近
く
の
お

地
蔵
様
に
通
っ
て
、

＂
一

掃
除
を
し
、
花
を
供
え
て
あ
げ
、

i

-
~
一
周
り
に
花
を
い
っ
ば
い
植
え
て

．
 

~
い
ま
し
た
。

~
お
地
蔵
様
の
前
に
は
、
公
衆
便
所

• 
~
が
あ
り
ま
し
た
。
前
頃
は
汚
れ
て
お

~
り
ま
し
た
が
、
近
頃
は
中
学
校
の
生

．
 
~
徒
さ
ん
が
、
や
っ
て
来
て
掃
除
を
し

．
 
~
て
く
れ
ま
す
の
で
、
い
つ
も
き
れ
い

~
で
す
。

．
 

＂
お
ば
あ
さ
ん
は
お
地
蔵
様
の
掃
除

．
 

• 
~
が
お
わ
る
と
、
そ
の
便
所
に
や
っ
て

~
来
て
、
お
手
洗
い
を
ぎ
れ
い
に
し
て
、

．
 

~
空
ぎ
ピ
ソ
に
野
山
の
花
を
か
ざ
る
の

．
 

~
で
し
た
。

• 
~
目
の
悪
い
お
ば
あ
さ
ん
は
、
雨
の

．
 

"
日
も
風
の
日
も
毎
日
毎
日
、
一
日
も

．
 

．
 
．
 

~
か
が

し
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

．
 

•
こ.゚
t
 

．
 
．
 

~
「
お
と
ぎ
ば
な
し
」
で
は
あ
り
ま
せ

~
ん
。
私
達
の町
に
現
実
に
あ
る
こ
と

．
 

~
で
す
。
「
人
に
は
親
切
、
自
分
に
は

．
 

~
辛
切
、
社
会
に
は
深
切
。
」
と
い
い
ま

．
 

~
す
が
、
な
か
な
か
難
し
い
こ
と
で
す
。

~
親
切
と
辛
切
が
入
れ
替
わ
っ
て

• 
~
「
人
に
は
辛
切
、
自
分
に
は
親
切
」
に

．
 
．
 

~
な
っ
て
い
る
世
の
中
。
人
に
見
え
な

．
 

＂
い
と
こ
ろ
で
、
小
さ
な
親
切
を
す
る

• 
．
 
．
 
~
こ
と
は
、
な
か
な
か
出
来
な
い
こ
と

~
で
す
。

．
 

~
お
ば
あ
さ
ん
を
見
習
わ
ね
ば
と
反

．
 

i

省
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

K
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平成 3年度社会体育年間事業計画

◎スポーツ大会

月日 曜日 行 事 名 場所 対象 備 考

平 成
月～ 第19回ソフトボール 町民 ソフトクラブ

3 年
金 リーグ戦 運動場

般
と共催5. 7 

5. 26 日
第12匝町内クロッケー

肱川中 般
予備日

大会 6月2日

5. 26 日
少年ソフトボール 町民 小学校 3予備日
大会 運動場 ~6年生 6月2日

町円バレーボール
肱川中

7. 7 日
大会

予子林小 般

トレセソ

肱川
（体育の日）

10.10 木 第31回町民運動会
中学校

全町民 予備日
10月13日

11. 日
ふれあいまつり 中野

般
クロッケー大会 小学校

平成 第12回肱川駅伝大会
肱川 予備日

4年 日 第11回健康マラソソ
中学校

全町民
1月26日1. 19 大会

◎その他の大会

一涯m

月日
：； ~ 対• • ・こ 忍 備曜日 行 事 名 場所 考

県スポ ・レク'91 主催：地教委
9. 1 日

喜多郡大会
内子町 般連合会

各種目に参加

10. 2 水
県スポ ・レク'91

内子町 般主催・県教委
八幡浜地方大会

10.20 日
県スポ ・レク'91

大洲市 般 主催：県教委
八幡浜地方大会

11. 4 月
県スポレク'91

愛媛県総合
般 主催：県教委

10 日 運動公園他

公
民
館
等
の
役
職
員
を
次
の
方
々
に

お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

ご
支
援
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

〔
公
民
館
本
館
〕

◎
常
任
専
門
委
員

0

体
育
委
員
会

沖
永
賀
寿
男
・
山
内
光
郎
（
（
中
央
）

永
田
喜
洋
（
正
山
）
藤
原
貴
（
岩
谷
）
丸
川

浩

一
（
大
谷
）
濱
田
律
朗
（
予
子
林
）
沖
野

晃
己
（
全
町
）

◎
運
営
審
議
会

赤
坂
章
（
岩
谷
小
）
佐
川
敬
（
肱
中
）
和

0

展
示
広
報
委
員
会

分
館
長

・
主
事
兼
務

[
•
社
会
教
育
関
係

役
職
員
紹
介

g
 

0

図
書
委
員
会

武
田
信
子
（
中
央
）
谷
本
基
子
（
正
山
）

寺
岡
初
恵
（
岩
谷
）
上
田
秀
美
（
大
谷
）
濱

田
イ
ツ
ミ
（
予
子
林
）
宮
岡
智
子
（
肱
中
）

信
田
美
香
（
予
子
林
小
）

0

生
活
文
化
委
員
会

菊
池
諏
子
（
中
央
）
万
願
寺
島
子
（
正

山
）
藤
高
京
香
（
岩
谷
）

―-
一
好
尚
子
（
大
谷
）

濱
田
イ
ツ
ミ
（
予
子
林
）

気
邦
嗣
（
町
P
T
A
)
兵
頭
実
（
町
青
年

団
）
写
甲
永
千
世
子
（
婦
人
会
）
安
川
ヤ
ス

子
（
婦
人
会
）
尾
下
林
太
郎
（
町
老
人
ク

ラ
ブ
）
堀
内
英
雄
（
農
協
）
堀
井
一
男
（
森

林
組
合
）
久
保
田
仁
之
（
商
工
会
）
和
気

千
秋
（
元
公
民
館
長
）
永
田
利
幸
（
助
役
）

下
石
勲
（
議
会
）

◎
専
任
職
員

館

長

猪

本

好

勝

補

佐

冨

永

勲

主

事

石

家

清

・
飛
野
澄
子
・
大
井
章
裕

社
会
教
育
指
導
員
米
岡
晋

管

理

人

松

本

順

子

〔
分
館
〕

0

中
央
分
館

分

館

長

水

本

忠

徳

主

事

中

野

富

士

雄

・
橋
本
正
明

部
落
主
事
園
啓
次
（
小
畑
井
・
萩
野

尾
）
森
吉
満
（
汗
生
）
坂
根
修
（
肱
栄
）
成

登
寛
•
井
上
英
子
（
大
和
）
曽
根
和
儀
・

松
下
美
智
子
（
中
野
）
中
本
祐
市
・
堀
井

君
子
（
小
藪
）
上
田
嘉
則
（
上
森
山
）
緒
方

時
（
八
重
栗
）
和
気
俊

ニ
・
亀

田
里
江

（
下
鹿
野
川
）
麓
勝
・
河
野
幸
子
（
上
鹿

野
川）

冨
永
光
明
（
三
月
）

0

正
山
分
館

分

館

長

安

川
哲
生

主

事

谷

本

孝

治

部
落
主
事
木
下
英
孝
（
中
居
谷
）
城
戸

社
敬
（
嘉
城
）
栗
木
実
（
共
栄
）
岡
田
光
良

（
協
生
）
東
照
雄
（
道
野
尾
）
池
田
伸
浩

（
山
槌
）

0

大
谷
分
館

分

館

長

土

井

豊

城

主

事

上

田

武

徳

部
落
主
事
前
田
稔
（
白
石
）
源
田
一
雄

（
影
地
）
岡
村
清
利
・
久
保
寿
男
（
広
常
）

大
田
忠
利
•
前
田
明
弘
（
久
保
）
上
田
芳

長
（
大
平
）
高
尾
義
和
（
大
屋
敷
）
兵
頭
茂

（森）
0

岩
谷
分
館

分

館

長

和

気

芳

丸

主

事

西

山

常

数

部
落
主
事
松
岡
勇
・

川
本
寅
一
（
下

嵯
峨
谷
）
藤
原
福
計
（
上
嵯
峨
谷
）
和
気

庄
太
郎
（
菟
野
尾
）
松
田
龍
明
（
橡
ノ
木

瀬
）
冨
永
斉
登
（
敷
水
）
高
見
弘
昭
（
下
敷

◎
専
任
職
員

学
芸
専
門
員

0

予
子
林
分
館

分

館

長

松

田

福

市

主

事

大

野

立

志

部
落
主
事
宮
田
勝
利
・
大
越
加
奈
子

（
柳
）
藤
原
勝
亜
記
・
山
本
多
壽
子
（
郷
）

山
下
渉
・
橋
本
俊
子
（
市
之
畦
）

山
下
隆

治
・
武
内
光
子
（
瓜
生
谷
）
渡
辺
頼
雄
・

上
甲
順
子
（
町
）
井
上
裕
之
•
清
水
純
子

（
藤
野
原
）
今
井
輝
雄
（
小
倉
）
玉
井
清
・

二
宮
正
登
（
中
津
）

0

文
化
財
保
謹
審
議
議
会
委
員

赤
岩
繁
喜
・
椿
本
好
勝
（
中
央
）
谷
本

一
敏
正
山
）
土
井
豊
城
（
大
谷
）
竹
森
公

平
（
岩
谷
）
菅
原
勤
（
予
子
林
）

〔歴
史
民
俗
資
料
館
〕

0

歴
史
民
俗
資
料
館
協
議
会
委
員

公
民
館
運
営
審
議
会
委
員
兼
務

0

民
俗
資
料
委
員

冨
永
真
盛
（
中
央
）
村
上
春
義
（
正
山）

三
瀬
貞
子
（
大
谷
）
城
戸
寿
賀
個
（
岩
谷
）

宮
田
義
盛
（
予
子
林
）

◎
社
会
教
育
関
係
役
員

0

社
会
教
育
委
員

公
民
館
運
営
審
議
会
委
員
兼
務

水



息 碑 懲 后 (16)

こ
の
ほ
ど
公
民
館
に
、
生
涯
学
習
情

報
シ
ス
テ
ム
の
パ
ソ
コ
ソ
端
末
機
を
設

置
し
ま
し
た
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
町
民
の
み
な
さ

ん
が
、
趣
味
・
教
養
・
ス
ポ
ー
ツ
や
新

し
い
知
識
・
技
術
な
ど
を
学
ぼ
う
と
思

わ
れ
た
と
き
、
あ
る
い
は
学
習
内
容
を

一
層
発
展
さ
せ
た
い
と
考
え
ら
れ
た
と

き
に
、
必
要
な
情
報
を
お
知
ら
せ
し
た

り
相
談
を
う
け
る
も
の
で
す
。

公
民
館
に
設
置
し
た
パ
ソ
コ
ソ
端
末

機
は
、
今
春
松
山
市
上
野
町
に
完
成
し

た
愛
媛
県
生
涯
学
習
セ
ソ
タ
ー
内
に
あ

る
ホ
ス
ト
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
電
話
回
線

で
結
び
、
オ
ソ
ラ
イ
ソ
処
理
で
必
要
な

生涯学習情報をパソコンで

公民館に端末機を設置

情
報
を
と
り
出
す
仕
組
み
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。

情
報
内
容
は
、
学
習
機
会
情
報
（
講

座
・
学
級
・
ス
ポ
ー
ツ
教
室
・
イ
ベ
ソ

ト
な
ど
の
紹
介
）
、
団
体
・
サ
ー
ク
ル

情
報
（
各
種
の
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
団
体

及
び
サ
ー
ク
ル
活
動
の
内
容
や
加
入
方

法
）
、
施
設
情
報
（
ス
ポ

ー
ッ
セ
ソ
タ
ー

や
文
化
財
な
ど
見
学
地
の
利
用
方
法
な

ど
）
、
指
導
者
情
報
（
学
級
・
講
座
の
講

師
、
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
等
に
つ
い
て
の

専
門
分
野
や
指
導
内
容
）
、
教
材
情
報

（
映
画
フ
ィ
ル
ム
、
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
な

ど
の
視
聴
覚
教
材
の
内
容
•
利
用
方
法

等
）
、
資
格
情
報
（
国
家
試
験
や
各
種
検

公
民
館
図
書
室
に
設
置
の
パ
ソ
コ
ン

第19回ソフトボールリーグ戦参加チーム

I部リ ーグ

No チ ム 名 責 任 者 鴫手人数

1 小 藪 三 井 稔 17 人

2 大 栄 久保田昌三 13 

3 ミドル予子林 高岡 和 正 13 

4 オールド予子林 清水 良治 15 

5 上鹿野川 バイキソマソ 三 好 英 二 16 

6 赤岩橋 土井 裕 二 20 

7 下鹿野川セ・リーグ 和気 俊次 16 

8 ヤング予子林 大越 義文 15 

， 上鹿野川 アソパソマソ 冨永 正剛 17 

10 中野ドッグバック 中野 文 雄 14 

II部 リーグ

No チ ム 名 責 任者 韓選手人数

1 肱川町農業委員会 冨永 利彦 17 人

2 中野ファイタ ーズ 曽根 靖 12 

3 オール中居谷 永田 喜洋 13 

4 月 冨永 典継 16 

5 大谷ギャー トルズ 岡村 清利 15 

6 大谷ホワイトスターズ 源田 政 幸 14 

7 山槌・道野尾 池田 信 浩 13 

8 大谷メッツ 丸川 :｛Aロ- 12 

， 3 K 村上 正春 15 

10 岩谷パワーズ 橋本 邦夫 15 

定
資
格
等
に
つ
い
て
の
内
容
・
受
験
方

法
等
）
、
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
情
報
（
優
れ

た
学
習
活
動
の
実
践
事
例
等
）
、
情
報

源
情
報
（
税
金
•
福
祉
・，統
計
な
ど
の

相
談
窓
口
の
利
用
方
法
の
紹
介
）
な
ど

で
す
。こ

の
シ
ス
テ
ム
は
、
兵
庫
・
群
馬
に

続
い
て
、
愛
媛
県
が
全
国
で

三
番
目
に

導
入
し
、
県
下
各
市
町
村
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

皆
さ
ん
が
学
習
情
報
を
必
要
と
さ
れ

る
場
合
は
、
公
民
館
職
員
が
パ
ソ
コ
ソ

端
末
機
を
操
作
し
て
学
習
の
お
手
伝
い

を
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

第

19
回
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
リ

ー
グ
戦
が

五
月
七
日
開
幕
し
ま
し
た
。

参
加
チ
ー
ム
は
昨
年
よ
り
一
チ
ー
ム

増
え
て

二
十
チ
ー
ム
、
選
手
登
録
は

二

百
九
十
八
名
で
す
。

五
月
か
ら
七
月
ま
で
、

三
カ
月
間
、

毎
週
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で

一
部
と

二
部
ブ
ロ
ッ
ク
別
リ
ー
グ
戦
で
、
合
計

九
十
試
合
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

第
一
試
合
は
午
後
七
時
三
十
分
か
ら

午
後
八
時
四
十
分
、
第
二
試
合
は
午
後

八
時
五
十
分
か
ら
午
後
十
時

0
0分
ま

第

19
回
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

リ
ー
ク
戦
が
開
幕

で
の
時
間
で
す
。
準
備
当
番
チ

ー
ム
は

午
後
七
時
集
合
で
す
。

当
日
が
雨
天
の
場
合
は
、
最
終
試
合

の
後
に
組
み
込
み
、
そ
の
雨
天
延
期
判

断
は
次
に
よ
り
行
い
ま
す
。

・
午
後
三
時
現
在
で
、
試
合
が
不
可
能

の
場
合
：
午
後
三
時
三
十
分
の
定
時
放

送・
午
後
六
時
現
在
で
、
試
合
が
不
可
能

の
場
合
…
六
時
過
ぎ
に
放
送
・

・
午
後
六
時
以
降
：
・
主
審
と
監
督
の
協

議
で
決
定
し
ま
す
。



(1?)媒臥座）

第
二
十
回
鹿
野
川
花
ま
つ
り
川
柳
大

“
会
が
、
み
ど
り
の
日
の

四
月
―

―十
九
日
、

肱
川
町
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

県
下
各
地
か
ら
百

二
名
（
町
内

二
十

名
）
の
参
加
が
あ
り
、
盛
大
な
大
会
と

な
り
ま
し
た
。

当
日
の
成
績
と
入
選
句
は
次
の
と
お

り
で
す
。

成

績一
位

今

治

市

二
位

今

治

市

三
位

今

治

市

四
位
松
山
市

五
位
宿
毛
市

六
位
松
山
市

七
位
宿
毛
市

八
位
菊
問
町

九

位

菊

間

町

渡

辺

南

奉

野

村

京

子

月

原

宵

明

酒

井

健

晴

岡

村

千

鳥

菅

野

華

泉

大

西

白

雨

日
高
の
ぶ
枝

藤

本

鬼

道

看

板

東

予

市

田

中

柳

人

選

看
板
を
あ
げ
て
隣
の
敵
と
な
る

藤
本
鬼
道
〈
菊
間
町
〉

十

位

宇

和

島

市

結

城

遺

跡

松

山

市

宮

尾

み

の

り

選

こ
こ
だ
け
に
古
代
の
風
が
吹
く
遺
跡

月
原
宵
明
〈
今
治
市
〉

ワ

ー

プ

ロ

城

川

町

大

崎

五

葉

選

ワ
ー
プ
ロ
の
文
字
書
き
順
は
教
え
な
い

菅

野

華

泉

〈

松

山
市
〉

窓

大

洲

市

渡

辺

春

華

選

千
の
窓
千
の
く
ら
し
の
灯
が
と
も
る

野
村
京
子
〈
今
治
市
〉

成

人

大

西

町

佐

賀
山
亮
太
選

成
人
に
な
っ
た
ら
話
そ
母
の
こ
と

野
村
京
子
〈
今
治
市
〉

住回頁3

花
ま
つ
り
川
柳
大
会

寂
坊

且

俳旬を学んでみませんか
館報 5月号でお知らせしましたとおり、 5月

から次のとおり初心者を対象に俳句教室を開い

ております。受講される方は公民館までお申し

込み下さい。

1．開設期問

2．開催日

3．受講料

4．講師

5．学 習内容

平成 3年 5月～平成 4年 3月

開催日に次回の日時を決めます。

1回 2時間程度、昼に行います。

無料

草苑同人、板倉 勉先生

手

引

松

山

市

菅

野

華

泉

選

恋
人
の
手
引
義
父
と
酒
を
飲
み

曽
我
部
直
〈
城
辺
町
〉

花

道

今

治

市

月

原

宵

明

選

花
道
の
下
駄
と
音
と
は
別
に
鳴
り

佐
賀
山
亮
太
〈
大
西
町
〉

突

く

宿

毛

市

大

西

白

雨

選

突
破
ロ
一
歩
下
る
と
見
え
て
来
る

渡
辺
南
奉
〈
今
治
市
〉

粗

品

松

山

市

酒

井

健

晴

選

嫁
の
名
で
届
く
粗
品
の
思
い
や
り

大
野
モ
モ
工
〈
広
見
町
〉

条件宇和島市結城寂坊選

条件が揃うと花芽動き出す

渡辺南奉〈今治市〉

月別 学 習 テーマ

5 月
季語を入れて、五・七・五の俳句を作っ
てみよう 。

6 月 俳句を 3句作って参加してみよう 。

7 月 （切れ字）について学ぼう 。

8 月 （歳時記）を活用してみよう。

9 月 俳句の評をしてみよう。

1 0月 （月）の俳句を詠んでみよう 。

1 1月 好きな俳句を 1句（特選）選んでみよう。

1 2月 紅葉の句を詠んでみよう。

1 月 正月の俳句を詠んでみよう。

2 月 鹿野川園地の俳句を詠んでみよう 。

3 月 5句、俳句を作って参加してみよう 。

「
こ
れ
が
赤
ち

ゃ
ん
の
入
っ

て

い
る
袋
で
す
ョ
」
と
、
言
わ
れ
て

か
ら
も
う
数
ヶ
月
。

日
ご
と
に
大

き
く
な
る
自
分
の
お
腹
を
見
つ
め

な
が
ら
、
母
と
な
る
そ
の
日
を
指

お
り
数
え
て
待
っ
て
い
る
今
日
こ

の
頃
で
す
。

結
婚
と
い
う
第
二
の
人
生
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
て
か

ら
、
早

一
年
余

り
、
そ
れ
ま
で
は
親
の
元
で
好
き

勝
手
に
暮
ら
し

て
い
た
も
の
で
、

新

生

活

を

始

め

口

ぃ

て

か

ら

や

っ

と

、

ス

3

両

親

の

あ

り

が

な
＼
ヽ
／，

と

た
さ
が
身
に
し

み
て
わ
か
り
ま

1

し
た
。
そ
ん
な

2

国
昇

〗
ロデ

し
ょ
う
か
。

で
も
、
私
は
、
喜
び
と
う
れ
し

さ
で
胸
は
い
っ
ぱ
い
で
す
。

一
針
、
一
針
、
愛
情
を
込
め
て
、

お
む
つ
を
縫
っ
た
こ
と
。
私
の
赤

ち
ゃ
ん
は
初
夏
に
生
ま
れ
る
予
定

だ
か
ら
、
「
安
上
が
り
な
赤
ち
ゃ

ん
」
な
ん
て
思
い
な
が
ら
、
出
産

準
備
用
品
を
選
ん
だ
こ
と
。

病
院
で
録
画
し
て
も
ら
う
ビ
デ

オ
テ
ー
プ
を
見
な
が
ら
、
胎
動
を

ま
た
、
私
の
住
ん
で
い
る
団
地

に
は
、
あ
と
二
人
の
妊
婦
さ
ん
ど
、

先
輩
マ
マ
達
が
い
る
た
め
、
あ
れ

こ
れ
お
話
が
聞
け
る
の
で
、
大
変
、

役
に
た
ち
、
自

分
に
勇
気
を
つ

け
て
、
そ
の
日

を
迎
え
る
心
の

美

11

芦

準
備
を
整
え
て

野

里

い

る

こ

と

。

鹿

沖

な

ど

な

ど

…

…
着
々
と
母
に
な

上

l
'

る
準
備
を
し
て

}l
'
 

、
ま
す
。

し
あ
と
、
一
ヶ

月
余
り
で
我
が

な
子
が
生
ま
れ

》
い
｀
三
〗

る
の
か
、
想
像
も
つ
か
な
い
け
ど
、

私
達
二
人
の
願
い
は
、
た
っ
た
一

つ。「
無
事
に
元
気
で
生
ま
れ
て
く
れ

れ
ば
よ
い
こ
と
」
…
…

そ
れ
ま
で
、
私
は
、
お
腹
に
手

を
お
い
て
、
ま
だ
見
ぬ
我
が
子
を

夢
み
て
、
毎
日
を
過
ご

し
て

い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

※
次
回
は
下
嵯
峨
谷
の
西
山
常
数

さ
ん
に
お
願
い
し
ま
す
。

感
じ
な
が
ら
、
二
人
で
男
か
女
か
、

い
ろ
い
ろ
話
を
し
て
い
る
こ
と
。

そ
し
て
、
お
産
の
と
ぎ
少
し
で

も
楽
に
な
る
よ
う
に
と
、
妊
婦
体

操
に
散
歩
を
日
課
に
し
て
い
る
こ

と
。



g碑

6月の行事予定表
1 ．肱川町防災の日

6 
1 • 2 •愛媛県高狡論総合体育大会,ト．/・ゲ‘・• 9ジ・9 検3 • 17 ・成人病検｀·•'、見倅レン 診

5 ・ 行 政 相 談 .．. • —‘ ｀ ．．． 

5 • 20 ・心配ごと相談受入．9 ．‘‘ 

28 
・税金等:出張: P 

下 旬 •町議会 会...'-・ 
•』

s i 

月 ・定例部 会（休会） ： 

6 / 1.--....., 9 /15まで町民フ°-.. 凡硬角",. .｀ 

6月の日曜・祝日当直医

醗R@ 匿 (18)

6月から第 2.第4土耀Hは

役場が休みになります

6月から毎月第2.第4土曜日は役場が休み

になります。

ただし、出生届や死亡届・婚姻届は、

や祝日と同じように受け付けます。

日曜日

救 急 病 院
日 電 話

2
 

日

）
日

当直医

宝来医院
（内 子 町 ）

藤本外科医院
（大洲I市中町）

小川医院

（内子町）

村上内科医院

（大沙I｛市北只）

古 ）11 病院

（内子町）

大 野内科医院

（大洲市片原町）

町田医院

（内子町）

村 上外科医院

（大洲市片原町）

成田医院

（ 内 子 町 ）

両本耳鼻科医院

（大、洲市本町）

44-2248 

24-2310 

~
~
 

~
~
 

丸

，
 

日 44-2815 

23-3500 

44-2407 

24-6800 

43-0211 

24-2262 

47-0061 

24-3752 

※変更になる場合がありますので前もって連絡してから
お出かけ下さい。

曜 日 病 院 名 電 話

月・火．婆~ 大洲市立病院 24-2151 
（大、洲市大洲）

水
加戸病院 24- 5101 
（大、洲市若宮）

木～日
大洲中央病院 24- 4551 
（大洲市東大洲）

~7 > 日

9 日→-`  日

月ヽ＿ ヽ ‘月’ 
程

大 森 白
場

谷 集 石
公

会
集

民 会
鮮官 所 所 所

午 午 午 午
時

？後 ？前 ？後 ？前

2 1 119 2 1 1110 

時時時時時時時時 間

◎
結
核
レ
ン
ト
ゲ
ン
・
成
人
病

検
診

＿午

後

1
時

?

2
時

6
月
26
日
（
水
）

一保
健
セ
ソ
タ
ー

日

程

場

所

時

間

◎
乳
幼
児
健
康
診
査

久
保

今
宮
タ
マ
ル
さ
ん
(93
歳

▽
収
集
日

6
月
15
日
（
土
）

（
出
す
の
は

6
月
14
日
中
に
）

▽
収
集
地
区

予
子
林
・
岩
谷

・
正
山
地
区
・
見
の

越
・
月
野
尾
・
京
造
・
鹿
野
川
・
中

野
（
篠
谷
・
滝
山
）
・
上
森
山
・
八
重

栗

6
月
1
1
日
（
火
）

午
前
9
時
ま
で

▽

場

所

保

健

セ

ソ

タ

ー

※
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

＊＊＊＊＊＊ 
＊ 

＊ 
＊ごめいふくを

お祈りいたします
＊ 

＊＊ 
*＊*＊*＊ 

> 昇 日
24 19 
日 日

‘月-' フK 程

中 根〖

館i 貧

場
浦! 集
集

会会

所 所 所

3時分11i0午前益3分0 

午

は［午

時
？後

2 1 30 

時時 分 間

三
瀕
良
治
さ
ん
（
肱
川
町
市
之
畦
）

山
本
清
香
さ
ん
（
肱
川
町
中
野
）

橋
本
邦
夫
さ
ん
（
肱
川
町
菟
野
尾

渡
部
久
美
さ
ん
（
肱
川
町
協
生
）

▽
日

時

萩
野
尾

◎
不
用
犬
回
収
日

広

常

◎

6
月
の
不
燃
物
収
集

◎
行
政
相
談

▽

日

時

6
月
5
日
（
火
）

午
後
1
時
30
分
ー
4
時
30
分

▽

場

所

肱

川

町

公

民

館

▽

相

談

員

福

田

保

委

員

※
自
宅
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

6
三
四
ー
ニ
五

0
八

*

＊

＊

＊

＊

*

 

＊
 

＊
お
誕
生
お
め
で
と
う
＊

ご
ざ
い
ま
す
＊

＊
 

＊
 

＊

＊

合

＊

＊

＊

沖野祐也さん

二女友香ちゃん

園啓次さん

長男浩輔ちゃん

⑮⑮⑮⑮⑮恋｝

⑮ 
⑮ご結婚おめでとう⑮

ございます⑮
⑮ 

⑮ 
⑮⑮⑮⑮⑮⑮ 

6 6 相
月 月

至ロ火火20 5 
日 日

木 水
日

池大 宮福 担

田塚 田田 当

千 相

真鶴 号砧火

市江 静保 員

◎
健
康
相
談

▽

場

所

▽

時

間

午
後
1
時
30
分

ー

4
時
30
分

肱
川
町
公
民
館

◎
1

歳
6

か
月
児
•
3

歳
児
健

康
診
査程

所

時

1

6
月
6
日
（
木
）

一保
健
セ
ン
タ
ー
＿
午
直

2

[

日

場

国
圃
ご
璽
玉
閾

◎
相
談
ご
と
案
内
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